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第2期科学技術基本計画
（平成 13 ～ 17 年度）、およ
び、第 3期科学技術基本計
画（平成 18 ～ 22 年度）に
おいて、情報通信分野は重
点推進 4分野（他の 3分野
は、ライフサイエンス、環

境、ナノテク・材料）の一つとされてきました。
政権交代後の平成 21 年 12 月 30 日に閣議決定さ
れた「新成長戦略～輝きのある日本へ～」におい
て、（1）環境・エネルギー大国戦略、（2）健康大
国戦略、（3）アジア経済戦略、（4）観光立国・地
域活性化戦略、（5）科学・技術立国戦略、（6）雇
用・人材戦略という 6つ戦略分野が指定されまし
たが、このうち科学・技術立国戦略の IT立国・
日本の項には、「情報通信技術の利活用による国
民生活向上・国際競争力強化」に加えて、「情報
通信技術は新たなイノベーションを生む基盤」と
あります。首相交代後の平成 22年 6月 18日に閣
議決定された「新成長戦略～「元気な日本」復活
のシナリオ」では、（5）は科学・技術・情報通信
立国戦略となり、新たに（7）金融戦略が追加さ
れています。
さて、平成22年 4月に募集が開始された日本学
術振興会「最先端・次世代研究開発支援プログラ
ム」の対象はグリーン・イノベーション又はライ
フ・イノベーションの推進であり、情報通信は、
例示の中に「情報通信技術の活用による革新的低
炭素化」「情報通信技術の活用等による医療シス
テムの変革」として登場する程度です。同じく文
部科学省「日中韓等の大学間交流を通じた高度専
門職業人育成事業」では、環境・エネルギー、健
康の分野に係る申請を重点的に選定するとあり、
情報通信はその他の分野の扱いです。選択と集中
の時代には、単独で大きな恩恵を受けてきた情報

通信分野ですが、第 3期科学技術基本計画の最終
年では、もっぱら「新たなイノベーションを生む
基盤」としての役割が強調されるに至りました。
このような時節における情報学研究科につい
て考えてみます。
長らく成長分野とされてきた情報通信分野は、
単独では戦略分野からは外れたものの、（5）科
学・技術・情報通信立国戦略において「新たなイ
ノベーションを生む基盤」と表現されているよ
うに、環境・エネルギーや健康を含む広く科学・
技術において情報通信技術とその革新を必要と
するという基本的なかたちは従来と変わってい
ません。しかし、これを情報通信の側からみます
と、他分野との連携や協働がこれまで以上に求め
られるようになったといえます。では、情報通信
技術が基盤となってイノベーションを生み出し
ていくために情報学研究科はいかにあるべきで
しょうか。
そこで考えるのは情報通信分野と情報学の関
係です。情報通信分野は確かに情報学のコア部分
ですが、情報学はもっと広い。アルゴリズム、オ
ペレーションズ・リサーチ、制御理論、メカトロ
ニクス、生物圏情報学等といった情報学の研究領
域は独自の理論展開と技術開発をしてきました
（本稿ではこれらをシステム情報学分野と呼ぶこ
とにします）。さらに、数学、力学、生命・脳科
学等に至る幅広い基礎科学分野もまた情報学を
構成しています。これらの総体が京都大学の情報
学です。
これまでの科学技術基本計画でとられた分野
単位での縦割りの重点化は果たして有効に働い
たでしょうか。そのような政策は、重点分野外に
ある知識や手法の吸収や共有を阻害するだけで
なく、重点分野内での研究の細分化を引き起こ
し、ガラパゴス化と呼ばれるいびつな進化を招き

◆巻 頭 言◆

情報学プラットホームの構想について

情報学研究科長　中　村　佳　正
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かねません。むしろ環境問題を解決するといった
目標を明確化し、様々な分野から研究者を参入さ
せる方が効果的ではないか。以上がポスト第3次
科学技術基本計画で論じられています。これには
省庁や学界、学内では研究科や専攻を越えたダイ
ナミックな連携や集合・離散を必要とします。
イノベーションは単なるアイデア・発見・新技
術・新開発ではなく、社会を変えるような独創
性、革新性、時代性のある価値の創出を意味して
います。そのようなイノベーションを生む基盤が
出来合いの技術にあるとは考えられず、情報通信
分野が実際にイノベーション基盤となるために
は、他分野との連携・協働に加えていくつかの課
題がありそうです。例えば、スタンフォード大学
で生まれ、シリコンバレーで育ったウェブ検索エ
ンジンの “Google” が情報化社会を革新したよう
に、京都大学情報学研究科で有望なアイデアが生
まれ、それが我が国を起点とする新たなイノベー
ションに発展していくには何が必要でしょうか。 
“Google” は、数学、計算科学、計算機科学の統合
型エンジンであり、同時にビジネスモデルとして
も革新的でした。やわらかい感性をもった若い頭
脳が、しっかりした大学院基礎科学教育、産業界
との協働による教育プログラム、これらのもとで
育つことで、既存の技術を根本から変えるような
着想をもつ、真に創造性のある人材となりうるの
ではないでしょうか。情報学研究科は、幸い、基
礎科学分野に多数の研究者を有し、けいはんな連
携や企業の連携ユニットを通じた産学連携教育
の蓄積をもち、何より若い才能に恵まれていま
す。
次の段階としては若い才能が得たアイデアを
大いに伸ばすことができるよう、自由闊達な雰
囲気を今以上に醸成しなければなりません。定期
的に開催されている研究科横断の若手コロキュ
ウムシリーズはその貴重な一歩です。それ以前に
も、ICT イノベーションによって研究室と産業
界の距離をぐっと近づけてきました。グローバル
COEにおいても、若手リーダーシップ養成プロ
グラムや海外武者修行プログラムといった実績
のある人材育成の施策が継続されています。最近
では、イノベーションに関する研究科共通科目が

開講され、研究科同窓会による超交流会 2010「み
んなのクラウド」やローンチ・カフェにおいて起
業を視野に入れた人的ネットワークが広がって
います。さらに、平成 22 年 10 月には 5～ 6名の
外国人特定教員がそろい、修士課程と博士後期
課程の双方で英語だけで修了可能な三つの国際
コースが本格的にスタートし、国際化を進める中
で「新たなイノベーションを生む基盤」つくりが
進行しております。
若い世代の変化が先行している情報学研究科
ですが、次はいよいよ教授陣の出番です。基礎科
学の力をどうやって自由な発想力に変えるか、優
れたアイデアを目利きし、いかに伸ばすかです。
情報学研究科の研究者は、枝葉の研究や落ち穂拾
い的な研究に向かうのではなく、基礎科学に立脚
した研究、研究室の垣根を越える研究、情報学の
新領域を切り開く研究に挑戦することが望まれ
ます。そこで、そのような着想の研究を奨励し、
マネジメントするための仕組みとして「情報学プ
ラットホーム」の設置を提唱したいと思います
（図参照）。情報通信分野に加えてシステム情報学
分野もイノベーション基盤の一翼に担い、基礎科
学分野がこれを支えるマルチコア構造が特徴で
す。
研究科の新たなアクティビティを引き出すこ
とで、ポスト第 4期科学技術基本計画（平成 23
～ 27 年度）だけでなく、ポストグローバルCOE
の「リーディング大学院」構想等への即応体制の
整備も視野に入れています。まだ作業仮説の段階
に過ぎませんが、可能な選択肢のひとつとして議
論が深まることを期待します。
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平成 19-21 年度に科研
費萌芽研究の助成を受け、
「情報土壌学の構築とその
応用」というタイトルで研
究を進めました。ご存知な
いかも知れませんが、地球
上に「土」が出現したのは

つい最近のことです。地球 46億年の歴史の 10分
の 1にも満たない、約 4億 5千万年から 3億年前
のこととされています。それは、細菌（シアノバ
クテリア）の誕生によって酸素が生成され始め、
大気中に溜まった酸素が紫外線によりオゾンに
変化し、オゾン層を形成し、地表への紫外線の照
射が低減されるのに約 30 億年を要したことと関
係しています。そこで初めて地表に生きものが移
行でき、地殻と生きもの達との絶え間ないインタ
ラクションの結実として「土」が形成されたとい
うわけです。
土には「重層的」で複雑な構造と多様な働きが
内包されています。その結果、多様な生きもの達
を受け容れ、それらの絶え間のない「生死と共生
の場」となっています。その意味で、生命の営み
の母胎といえましょう。豊かで重層的な空間と時
間がそこには形成されているのです。土には様々
なもの達を「包む（包摂する）」働きがあるので
す。
この土の力を引き出す福岡正信の「自然農法」
に注目しました。これは、耕さず、除草せず、農
薬や肥料を一切使わない「無為の農業」です。そ
の根底には、「無分別」、「無因論」の立場があり
ます。分別がなければ、善悪の区別もなく、した
がって害虫という概念もなく、農薬は要りませ
ん。また、「自然の生命力」を取り戻した農園で
は、多様な生きもの達や土、水、空気などが複雑

に連関しており、もはやその部分を切り出して限
定された少数の因と果の関係として捉えること
はできない「全一的」な生態系が構成されていま
す。唯一することは、多種の種を含んだ「粘土団
子」を蒔き、稔れば食する部分のみ頂き、それ以外
は放っておくことです。異種のものが共在し、同
時に育つことは「時間の重層化（time stacking）」
と呼ばれています。このような農園の構成法を具
体的に与え世界中に普及した農法として「パーマ
カルチャー」が知られています。そこでは、相乗
効果をもつ作物同士の組合せ（コンパニオンプラ
ンツ）や異種同士の境界から生み出される「接縁
効果」が活用されています。
一方、乾いた情報の世界では、こういった「土
着」の特質はなく、空間と時間を超えて情報が流
動的に行き交う世界です。情報がその生み出され
た文脈から切り離され伝えられることにより失
われるものや、将来そこにあれば生み出されたで
あろうものに対する配慮は欠け気味となります。
また、情報は多くの場合、ON・OFF、前進・後
退など、行動や判断を区分する（区切る）手掛か
りを与えるものです。このことを、人類学者であ
るグレゴリー・ベイトソンは、”Information is a 
difference that makes a difference.” とまとめて
います。この中には「包む」（包摂）という働き
は想定されておりません。
自然との関わりを人間存在の在り方から深く
見つめ直した哲学者アルネ・ネスは、「深層エコ
ロジー（Deep Ecology）」という立場を提唱して
います。その根底にあるのは、自然世界を生態
系・気象モデルに代表されるように、概念化・モ
デル化した「抽象的構造（abstract structures）」
として捉えるだけでは不十分であり、概念化せ
ずに、そのままのもの全体として、「具体的内容

◆随　　想◆

「情報土壌学（Information Edaphology）」の勧め

京都大学名誉教授　片　井　　　修
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（concrete contents）」として捉えることが大事で
あるとしています。後者の捉え方からは、自己自
身（我々自身）も自然環境と一体化して全一的
な「ゲシュタルト」を形成するような人間存在
の在り方が導かれるとしています。これを彼は
「Gestalt Ontology」と呼んでいます。上のことは
対象世界を、「情報化」し文脈への土着性を切り離
すことにより普遍性と流動性を活用して扱う「区
分する」立場と、情報化せず具体的なものそのも
のとして、土着的で全一性を有するものとして関
わり合う「包摂する」立場があることを意味して
います。
情報土壌学で注目しているのは、主として後者
の立場です。そこには人間の深層意識（無意識）や
身体の働きが想定されています。意識レベルをこ
こまで降りて行きますと区分する理性の働きよ
りも、包摂し紡いでゆく無意識の働きが主体とな
ります。このとき、様々な経験や知覚あるいは情
報から想起されたイメージなどが相互に連関さ
れつつ重層的に蓄積され、やがては一つのゲシュ
タルトとしての秩序を形成することになります。
それが環境との関わり合いの原動力になるとい
うのが深層エコロジーの立場です。つまり、情報
の世界での「土（土壌）」というのは、人々の深
層意識や身体の働きが作り出す「包摂的な場」と
いうことになります。そこでは、想定外の偶然的
な出来事や出会いも排除されず、他のものとの連
関が模索され、重要な意味や働きを持つことにな
ります。つまり、開かれた空間と時間がそこには
展開されているのです。
情報土壌学の基礎を成すこのような新たな「空
間」と「時間」の概念を捉えるために、通常の
ニュートンの空間（3次元ユークリッド空間）と
時間（1次元実数軸進行）とは全く異なるライプ
ニッツの空間と時間を採用して考えています。彼
は、
　空間：共在の秩序（Order of Coexistence）
　時間：継起の秩序（Order of Succession）
と捉えています。すなわち、両者は相互規定的
に定義されており、また、そこに存在する事物
に依存して規定されているところがニュートン

の時空とは決定的に異なっています。「共在の秩
序」の数学的な表現を与えるために、チャール
ズ・S・パースの存在グラフの概念を導入しまし
た。そこでは、対象世界に含まれる個物はアーク
で、それらの関係（述語）は節点として表現され
ています。一方、「継起の秩序」を表現するため
に、離散事象システムにおける状態（共在秩序）
の推移を表すペトリネット（より正確には、その
展開形である発生ネット）を導入し、両者を組み
合わせることによって「包摂的な場」の時空表現
を与えております。このとき、時間は空間の破れ
として、また破れを介して新たな空間へと「越境
する力」を有し空間を拡げる働きを成すものが個
物としてアークです。このアークを「毛」と見立
てますと、これは「毛羽立った時空」であり、ま
た「時間の重層化」や「接縁効果」の働きが活か
されるような「重層的な時空」が形成されていま
す。このような基礎付けの上に、「包摂的な情報」
の働きや人間同士や社会の在り方、とりわけ「共
感（empathy）」の形成や「社会的包摂（social 
inclusion）」の在り方、さらには地球環境との関
わり方へと議論の展開を模索してまいりました。
このような自由な研究と模索を許容していた
だいた研究科の皆様方に深く感謝申し上げる次
第です。

参考文献：
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・Arne Naess: The World of Concrete Contents, 
Inquiry, Vol. 28, pp.417-428, 1985



6

定年の挨拶状はずぼら
をして、年賀状の宛て先の
皆様にだけお送りしてし
まいましたので、情報学広
報の誌上をお借りしまし
て、多少季節外れになりま
すが、あらためてご挨拶さ

せていただきます。

『拝啓
春風が心地よいこの頃、皆様におかれましては
お健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げま
す。
さて、私こと、この 3月末日をもちまして京都
大学を定年退職し、学生時代からの 45 年という
長い大学生活を卒業致しました。
その間、永年にわたり公私ともに皆様方の温か
いご指導とご厚情を賜り、心から感謝申し上げま
す。
退職直後の今は、毎日が連休の、実に気楽で幸
せな日々を送っております。血圧も 20 ばかり下
がり、ほぼ正常に戻りました。
今後は小生の最終講義での「これからの人に伝
えたい私の勉強法」をみずからも実践し、年金と
体と環境が許す範囲で、卓球、水泳、語学、釣り、
料理、旅行、歌などに専念していきたく思ってお
ります。
末筆ではございますが、皆様のご健勝をお祈り
し、まずは略儀ながら書中をもちましてご挨拶申
し上げます。』

さて、昨年の 10 月下旬に、毎年恒例の退職者
を対象としたセミナーが、10 時から 5時まで、京
大会館で開催されました。講師の先生方は手慣れ

た感じで、話は面白く、あっという間に 1日が過
ぎました。「健康」と「お金」と「生きがい」が
定年後の 3本柱ということでした。
まずお金につきましては、余命を 20 年として、
多少余裕のある生活を送るには、貯金プラス収入
で、1億円は必要ということでした。今さらどこ
ろか、もっと早く教えてもらっても、どうしよう
もないことでした。
次に健康ですが、3大疾病のこと、平均余命の
こと、3本柱間の優先付けなどの話があったと思
います。
退職後のある期間ずっと、健康で過ごせるとい
う可能性は、年齢とともに急激に減少しますの
で、いつまでも健康であるという幻想はもたず、
安全余裕の面からいっても、ここら辺りが潮時だ
と思った次第です。
最後の生きがいですが、列に曜日、行に時刻を
とったエクセルの表を作り、退職までにセルを埋
めておくようにと言われました。
定年 2カ月前にセルを埋めようとしたとき、朝
食、昼食、夕食、風呂、寝るしか埋まらず、残さ
れた大きな空白に唖然としました。
本年の前期は物理工学科で非常勤を2コマもた
せていただく可能性がありましたので、火曜日は
埋まりました。他の 1日はこれまで通り、釣りで
埋めましたが、まだ 5日の空白がありました。
そんなある日、多少は経験のある卓球をしよう
と、午前中の予約を取るために、近くのスポーツ
センターに出かけました。1番と書いた B5 位の
大きな札をくれましたが、順番待ちの札にしては
大きすぎるなあと思っていますと、8台ある卓球
台の最初の番号でした。
やがて卓球台でプレーする人の名前を書く時
間になりましたが、1番卓球台には私一人しかい

◆随　　想◆

意外と楽しい定年退職後

京都大学名誉教授　熊　本　博　光
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ないわけです。スポーツセンターの方が適当にア
レンジしてくれるとばかり思い込んでいました
が、プレー相手は自分で探してくださいというこ
とでした。当然のことですが。
3台予約しているグループに頼むと、うちは偶
数人だから足りているので、あちらの奇数人の大
きなグループに頼んであげるといわれ、やっと相
手を見つけることができました。
このようにして私が入れてもらったグループ
は、レベルが高く、毎回やっつけられて悔しい思
いをしております。
多少とも経験があってよかったのですが、そう
でなければ、2，3回打った後で、初級卓球教室に
入ってから出直してくださいと言われかねない
ところでした。定年後の趣味の敷居の高さを実感
しました。
定年の挨拶状にも書いておりますように、「私

の勉強法」で独学するのが私のモットーですが、
エクセルの表を埋めるために、他の日に別の卓球
教室に通うことにしました。この教室にも、習う
必要のないコーチレベルの生徒がたくさん来て
いますので、本当の初心者には戸惑いもあるよう
です。定年後の教室は、初心者向けと明記してい
ない限り、大学院レベルと思って間違いありませ
ん。
釣りと卓球だけでは空白は埋まりませんので、
ジムの会員になりました。自転車漕ぎなどの器械
運動は好きでないので、これまで諦めていた平泳
ぎを独学で始めていますが、なかなか前には進み
ません。
プールでも途中でUターンしたり、金属製の
鍵を鍵バンドの外にむき出しのままにして、係員
に注意されましたが、そんなことは先に説明して

おいてほしかったなどと理屈を言うと、人間関係
にひびがはいるので、素直に聞くようにしていま
す。
日曜日は空白にし、残りは語学や歌などで埋め
ていますが、これらの勉強法については次の機会
に譲ります。
このように時間を過ごせるのは、無事に退職で
きたからであり、それはそれまでに受けた皆様か
らのご厚情のお蔭ですが、定年直前、イギリスの
友人はwell-earned rest、すなわち一生懸命働い
た後の当然の休息という言葉で祝福してくれま
した。定年にはCongratulations でした。
日本では「おめでとうと言っていいのかどうか
迷いますが」という言い回しをよく耳にします
し、私も先輩にそういってきました。これが極端
になると、well-earned punishment、すなわち自
業自得となり、そこまで行かなくても、何か気が
引けて、定年を積極的には評価しない向きもある
ようです。
定年後は、時計を気にせず新しいところに出か
け、新しいことに挑戦できる、この上ない機会で
ある筈です。新参者の私がいうのはおこがましい
ことですが、年配の方々におかれましては、定年
を是非とも心待ちにしていただきたく思います。
若い方々にとりましては、まだまだ先の話しで残
念ですが、光陰矢の如ですので、振り返ってみま
すと、あっという間に楽しいときがやって来たと
いうことになるかもしれません。
最後になりましたが、情報学研究科の皆様のご
健勝をお祈りし、情報学研究科の発展を願いまし
て、新米定年者からのつたない寄稿文とさせてい
ただきます。有難うございました。
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2010 年 4 月 1 日付けで、
通信情報システム専攻コ
ンピュータ工学講座（計算
機アーキテクチャ分野）に
着任致しました。1981 年
に工学部情報学科計算機
科学コースの前身である

情報工学科を卒業、1983 年に修士課程を修了し、
1984 年から助手、助教授を務めたのち、1994 年
6月に名古屋大学に移りました。およそ16年振り
に工学部 10 号館に戻ってきました。
算術演算回路、ハードウェアアルゴリズム、暗
号処理用の演算アルゴリズム、機能メモリに基づ
く並列計算機構、論理設計支援等の研究を行って
きました。考案した乗算器が、国内外のメーカ
により、携帯電話端末用の信号処理プロセッサや
ワークステーション用のマイクロプロセッサ、パ
ソコン用のグラフィックアクセラレータ等で実
用されていましたので、皆様にもお使い頂いてい
たかもしれません。最近は、これらの研究に加
え、超伝導ディジタル回路の設計および設計支援
の研究も行っており、現在、超伝導スーパコン
ピュータの基盤技術開発のプロジェクトを進め
ています。
毎年、世界の総人口をはるかに超える個数のマ
イクロプロセッサ（4ビット以上）が出荷されて
いますが、そのうち、パソコンやワークステー
ション等の汎用のコンピュータに用いられるも
のはごく僅かであり、ほとんどが組込み用に使わ
れています。実際、あらゆる家電製品にマイクロ
プロセッサが組み込まれており、一般家庭で40～
50個はあるといわれています。自動車にも多く使
われており、高級車では 100 個近く使われていま
す。しかも、携帯電話端末、ディジタルテレビ、

ディジタルカメラ等々では、マイクロプロセッ
サ単体の LSI（大規模集積回路）ではなく、プロ
セッサやメモリ、種々の専用回路、周辺回路が一
つの LSI チップに集積された、SoC（System on 
a Chip）（システム LSI）が用いられています。ま
た、複数のプロセッサコアをもつマルチコアプロ
セッサや再構成可能なプロセッサ（ハードウェア
の構成を変更できるプロセッサ）も普及しつつあ
ります。
我国の半導体メーカは、SoC に活路を見出そ
うとしています。SoC の開発においては、情報
系と電気系（集積回路、通信等）の両方の知識が
必要です。通信情報システム専攻は、SoC の開発
において中心的な役割を果たせる人材を育成す
るのに最適な専攻だと考えています。また、コン
ピュータ工学は、IC（集積回路）を部品とする汎
用コンピュータを対象としたコンピュータ工学
から、SoC 時代のコンピュータ工学への展開が必
要だと考えています。SoC のアーキテクチャ、組
込みOS／ソフトウェア、並列処理プログラミン
グ等々、そしてシステムとしての LSI 設計等、研
究課題はたくさんあります。
他大学の教員として、そして、旧情報工学科の
卒業生として、外部から情報学研究科および情報
学科計算機科学コースを見てきました。大学院と
学部の組織のねじれ、計算機科学のコア分野の希
薄化、通信情報システム専攻における情報系分野
と電気系分野の未融合等々の問題は、気に懸って
いました。旧情報工学科、情報工学専攻で教育を
受け、また、教官を務めた経験、そして、他大学
で教員を務めた経験を活かし、京都大学における
情報学の研究、教育の発展に、微力ながら尽力し
ていく所存です。よろしくお願い致します。

◆紹　　介◆

着任にあたって

通信情報システム専攻　教授　髙　木　直　史
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1．知識循環する社会を拓く情報科学技術
本グローバル COEプログラムは、知識循環を
促進するための核となる情報科学技術は、知識伝
達のためのヒューマンインターフェイス、信頼性
の高い知識の探索、実フィールドにおける知識共
有を基盤とするコラボレーション、これらを高速
高信頼で支える計算基盤であると考え、これらの
教育研究を、（1）原初知識モデル、（2）フィール
ド情報学、（3）知識サーチ、（4）知識グリッドコ
ンピューティングという四層構造の教育研究コ
アのもとで推進しています。
原初知識モデルコアでは、映像・音響計測と生
体・脳計測を対応付けることで，人間のインタラ
クションを外面・内面の両面から解明し，知識循
環システムのインタフェースに組み込む技術に
関する教育研究を行っています。すでに、人間と
自然にインタラクションするロボットなどの成
果が出ています。

フィールド情報学コアは、フィールドとのコラ
ボレーションに基づく社会情報システム構築の
方法論の確立を目指して教育研究を推進してい
ます。すでに、［フィールド情報学入門］という
教科書を発行し、研究科での講義開講や、全国的

なセミナ実施を行っています。

知識サーチコアでは、Web などから信頼性や信
憑性の高い知識を検索する新しいサーチ技術や
情報分析技術、信頼性の高い eコマースビジネス
モデル等の教育研究を行っています。検索情報の
信憑性分析（内容・社会的支持・発信者の分析）、
Web からの高速な知識抽出方式、マルチメディア
情報の信憑性分析などで成果を得ています。

知識グリッドコンピューティングコアでは、
これらを支えるための高速高信頼な計算サービ
ス基盤の構築に関する教育研究を行っていま
す。例えば、情報検索でも重要となる大規模行
列の特異値計算では、我が国独自のアルゴリズ

グローバルCOEプログラム
「知識循環社会のための情報学教育研究拠点」

http://www.i.kyoto-u.ac.jp/gcoe/

拠点リーダー　社会情報学専攻　教授　田　中　克　己

図 1　原初知識モデルコア

図 2　フィールド情報学コア

図 3　知識サーチコア
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ムを開発し、米国の並列計算ライブラリである
ScaLAPACK（スカラパック）の 約 70 倍の高速
化に成功しています。

2．人材育成プログラム
若手研究者や博士学生を主な対象として、研究
プロジェクト・ワークショップ開催などを競争的
に提案させ、事業推進担当者やアドバイザのもと
で遂行させることにより、リーダーシップと国際
的な人的ネットワークを有する人材の育成を図
る［若手リーダーシップ養成プログラム］（約 2
倍の競争率）、若手研究者や博士学生を主な対象
にした、日英両国語によるプレゼンテーションや
交渉の訓練やカリキュラム開発を行う［戦略的コ
ミュニケーションスキル向上セミナ］（NHK、ベ
ルリッツと連携）、指導教員以外の学内外の教員・
研究者やフィールドの専門家などに博士学生の
アドバイザとして研究指導を依頼し、研究評価を
多面的に行える人材の育成を行う［複数アドバイ
ザ制度］、欧米やアジアの海外拠点・国際共同研究
先を通じての人材育成（海外武者修行制度など）、
能力に応じたRA任用による博士学生経済支援な
どを行っています。また、教員のFDに資するこ
とを目的として、平成 21 年度には、教員の講義
に関するビデオTIPS 集 DVDを NHKの協力の
もとに作成し、研究科内の教員に配布するととも
に初任者研修等に役立てています。

3．国際連携
情報学の新たな学問領域や研究領域を開拓し、

それに対応する国際会議やワークショップを設置

しています。例えば、本GCOEから生まれた国際会
議・ワークショップとして、C5 国際会議、情報信
憑性に関する国際ワークショップ（WICOW）やト
ラック（ACM CIKM2008、WWW2009、WWW2010、
HICSS2011 mini-track）、異文化コラボレーション
に関する国際ワークショップ（ACM IWIC）（2007 
Kyoto、2009 Stanford 大学）等があります。
海外教育研究拠点として、タイ拠点、中国科学
院、香港城市大学の他、本GCOEで新たに、米UC 
Berkeley iSchool、中国清華大学Key Laboratory、
豪 La Trobe 大学、オーストラリアウイーン大学、
クロアチア Zagreb 大学との組織間研究連携協定
（MOU）の締結を行い、教員、若手研究者、博士
学生の組織的な派遣や招聘などを通じて国際的
な研究拠点のネットワーク（「国際COEハブ」）作
りを推進しています。
平成 21 年度には、共同研究の推進を目的とし
て、米UC Berkeley iSchool、中国清華大学と各々
2度にわたるシンポジウムやワークショップを開
催（写真 1～ 8）し、共同研究が開始されていま
す。

4．今後に向けて
本グローバルCOEプログラム（平成 19 年度採
択、情報・電気・電子）は、平成 21 年度に、中
間評価を受け、http://www.mext.go.jp/a_menu/
koutou/globalcoe/1287267.htm にあるように、総
括評価として「現行の努力を継続することによっ
て、当初目的を達成することが可能と判断され
る。」とされました。
大学の将来構想と組織的な支援については、

「中期計画や国際戦略において、本グローバル
COEプログラムを明確に位置付けており、評価
できる。拠点形成全体については、新たな学問分
野であるフィールド情報学に関して、教科書を刊
行して啓蒙に努めていること、4層構造の教育研
究コア組織を体系化するなど新しい試みを進め
ていることは評価できる」というコメントを受け
ています。また、人材育成面については、「大学
院学生の自立した研究を支援する若手リーダー
シップ養成プログラムを実施し、採択者に研究費

図 4　知識グリッドコンピューティングコア
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を与えるだけでなく、中間審査と最終審査におい
て、個別アドバイスを与えていることは効果が期
待され、また、大学院学生が独自に交渉してアド
バイザを決める複数アドバイザ制度も斬新で、単
にアドバイザの制度を導入しただけではなく、年
に 2回の報告を義務付けている点は評価でき、効
果が期待される」という評価を受けています。ま
た、「補助金の適切かつ効果的使用については、概

ね妥当であり、RA雇用単価の増額獲得は評価で
きる。」とされています。
今後の課題としては、「四層のコア間の連携」、

「より一層の国際的な研究活動」、「学内の知の更
なる結集による連携研究の更なる強化」などが指
摘されており、今後一層拠点形成に向けた教育研
究活動を行っていきたいと考えております。

写真 1　 米国カリフォルニア大学バークレー校
情報スクールとのワークショップ開催
（2009 年 10 月 15 日，バークレーにて）

写真 2　 米国カリフォルニア大学バークレー校情
報スクールとのワークショップにおける
PhD RoundTable 風景（2009 年 10月 16
日，バークレーにて）

写真 3　 中国清華大学とのシンポジウム開催
（2009 年 8月 31 日，北京にて）

写真 4　 中国清華大学とのシンポジウム風景
（2009 年 8月 31 日，北京にて）
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写真 5　 中国清華大学とのシンポジウム開催
（2010 年 3月 29 日，京都大学にて）

写真 6　 中国清華大学とのシンポジウム風景
（2010 年 3月 29 日，京都大学にて）

写真 7　 米国カリフォルニア大学バークレー校
情報スクールとのワークショップ開催
（2010 年 3月 23 日，京都大学にて）

写真 8　 米国カリフォルニア大学バークレー校情
報スクールとのワークショップにおける
PhD RoundTable 風景（2010 年 3 月 22
日，京都大学にて）
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第 11 回の情報学シンポジウムは、京都に応し
い「文化とコンピューティング」をテーマとし、
2010 年 2 月 22 日～ 23 日に、499 名の参加者を得
て開催された。この会議は文化とコンピューティ
ングの様々な関係を考察するわが国で初めての
機会となった。

文化とコンピューティングの関わりの第一は、
情報学の成果を用いて文化財をデジタル化して
保存する活動であろう。国立国会図書館長の長尾
真先生の基調講演「国立図書館：その使命と現
状」では、文化をコンピュータの世界で実現でき
るか、コンピュータの世界が文化になりうるかと
の問題が提起された。また、情報学が人文学を広
く支える活動は「デジタル・ヒューマニティーズ」
と呼ばれる。コンピューティングはその生い立ち
から自然科学や工学を中心に用いられてきたが、
Web を始めとする情報共有技術が、ようやく人文
学に貢献する段階にまで至った。こうした展開を
背景に、立命館大学の赤間亮先生と英国 Leeds 大
学名誉教授の Ellis Tinios 先生の共同講演が行わ
れた。

文化とコンピューティングの関わりの第二は、
コンピューティングの世界に新たに生まれつつ
ある文化に関するものである。湯浅太一教授の基
調講演は、ソフトウェアに内在する文化について
のものであったし、共同講演「Web メディアと
e カルチャ」では、田中克己教授と欧州のWeb
アーカイブの代表である Julien Masanes 博士が
Webによって生まれる新たな文化を紹介した。土
佐尚子教授による「カルチュラルコンピューティ
ング」は、いままで定量化できなかった文化の本
質をインタラクティブに表現するもので、シンガ

ポール国立大学の中津良平先生との共同講演が
行われた。

文化とコンピューティングの関わりの第三は、
多文化共生に寄与する研究活動である。共同講演
「異文化コラボレーション」では、米国の Lewis 
Johnson 博士による 3次元仮想空間での異文化体
験学習と、石田によるインターネット上の多言語
基盤「言語グリッド」が紹介された。

今回の情報学シンポジウムの大きな特徴は、
「文化とコンピューティング」国際会議を発足さ
せ、その中核イベントとして情報学シンポジウム
を位置づけたことである。国際会議では、様々な
主催者によるイベントが行われた。京都高度技術
研究所と京都リサーチパーク主催の展示会場で
は、松山隆司教授による無形文化財のアーカイ
ブ、文学研究科林晋教授による歴史学のための文
献資料研究ツール、龍谷大学岡田至弘先生による
障壁画や絹本・古文書の復元に関わる研究などが
展示された。

この他、電子情報通信学会や情報処理学会の研
究会も開催されている。市民が中心となる企画も
行われた。パネル「京都の職人・神主とのカル
チュラルコンピューティング」では、京都嵐山吉
兆の総料理長を始め、様々な才能を持つ方々と研
究者との対話が行われた。京都仏教文化フォーラ
ムは、宗派を超えた僧侶によるシンポジウム「仏
教文化とコンピューティング」を実施した。また、
NPO法人「多文化共生センターきょうと」はシ
ンポジウム「医療の多言語支援」を開催した。こ
のNPOは病院にボランティア通訳を派遣してい
るが、和歌山大学や京都大学の協力を得て多言語

第 11回情報学シンポジウム
「文化とコンピューティング」開催報告

社会情報学専攻　教授　石　田　　　亨
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病院受付システムを開発し、京都市立病院や京都
大学付属病院に導入している。

このように、情報学シンポジウムは学会や市民
に波及する広がりを見せた。また、こうした連携
を持続するために、情報学研究科と京都高度技術

研究所、京都リサーチパークが共同でWeb 上に
「文化とコンピューティングバーチャルラボ」を
開発した。情報学シンポジウムを契機に持続的な
交流が生まれ、新たな研究と活動が育っていくこ
とを期待する。

湯浅太一教授の基調講演

Lewis Johnson 博士の展示 京都伝統工芸爪掻つづれ織の実演
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1．はじめに
文部科学省は平成21年度から「国際化拠点整備

事業（グローバル 30 事業）」を開始した。本学は
この事業の拠点大学に採択され、K.U.PROFILE 
として実施することになった。本研究科も
K.U.PROFILE に参画し、国際コース新設と国際
化対応を実施している。本報では、本学と本研究
科における事業の実施状況について報告させて
いただく。

2．国際化拠点整備事業（グローバル 30事業）
この事業の背景は、「経済財政改革の基本方針
2008」において、我が国の留学生受入れの拠点と
なる質の高い国公私立大学をコンペ方式で全国・
各分野をトータルで 30 校程度選定し、英語で受
講・卒業できるコースの創設や、国際公募による
優秀な教員の採用等の措置を講ずることとされ
たことにある。また、「留学生 30 万人計画」骨子
においても、留学生を惹きつける魅力ある大学づ
くりとして、英語のみによって学位取得が可能と
なるなど大学等のグローバル化と大学等の受入
れ体制の整備について支援を重点化して推進す
ることとし、「国際化の拠点となる大学を 30 選定
し重点的に育成」することとされた。
これらを踏まえて、平成 21 年度予算において、
当該大学の機能に応じた質の高い教育の提供と、
海外の学生が日本に留学しやすい環境を提供す
る取組のうち 12 件程度を選定し、英語による授
業等の実施体制の構築や、留学生受け入れに関す
る体制の整備、戦略的な国際連携の推進等、日本
を代表する国際化拠点の形成の取組を支援する
事業として「国際化拠点整備事業（グローバル 30
事業）」が開始された。事業実施期間は 5年間、申
請可能な件数は 1大学 1件までであった。

事業の対象となる国際化拠点の整備に係る構
想は、当該大学の中長期的なビジョンの下に国
際的に質の高い人材が集まる拠点となる大学を
構築しようとするもので、次を満たすものとされ
た。
　① 英語による授業のみで学位を取得できる
コースの設置

　②留学生受入のための環境整備
　③拠点大学の国際化
　④ 海外における留学生受入のための海外大
学共同利用事務所の整備

　⑤達成目標の設定
　⑥国際化拠点の運営体制
事業公募に対して、国私立をあわせて 22 大学
が申請し、審査の結果、表 1に示す本学を含む 13
大学の申請が採択された。

東北大学 慶應義塾大学
筑波大学 上智大学
東京大学 明治大学
名古屋大学 早稲田大学
京都大学 同志社大学
大阪大学 立命館大学
九州大学

表 1　グローバル 30 事業採択大学

3．京都大学における事業
本学ではグローバル 30 事業を「京都大学次
世代地球社会リーダー育成プログラム（Kyoto 
University PROgrams for Future International 
LEaders：K.U.PROFILE）」と題して申請し、採
択された。申請に当たっては、本学が持つ世界最
先端の独創的な研究資源を活かし、地球社会の現
代的な課題に挑戦する次世代のリーダー育成の

国際化拠点事業（グローバル 30）について

グローバル 30 ワーキング・グループ　知能情報学専攻　教授　山　本　章　博
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ための教育を実践する、としている。留学生受入
重点国として、エジプト、ベトナム、中国を設定
した上で事業を推進している。
全学としての事業は、国際交流推進機構と国際
部が中心となっている。部局長レベルからなる学
内諮問委員会のもとにK.U.PROFILE 実行委員会
が設置され、事業実施部局間の情報共有と協議を
行っている。さらに事務レベルの情報交換と協議
の場として、K.U.PROFILE 教務実務担当者会議
が開催されている。全学レベルの主な事業内容は
以下のとおりである。

3.1　英語コースの設置
申請する際の条件の一つである英語コースの
設置については、本研究科を含め、表 2に示す 1
学部と 10 研究科が新設を申し出ることで、事業
が構成されている。各研究科においてはすでに
GCOEを始めとして国際化に着手しており、それ
らを発展させて英語コースを設定するものが多
い。本研究科においても、GCOEの他、海外での
情報学セミナー開催、博士留学生特別配置、修士
課程への 10 月期入学の設置などの施策により国
際化対応を行ってきたところであった。

3.2　国費外国人留学生
グローバル 30 事業に採択された各大学に対し
ては、新たな国費研究支援奨学金（国費研究支援
奨学金）が措置された。本学では、同事業に採択
された英語コースを開設する部局のみ推薦可能
な枠と、全ての部局より推薦可能な枠に分けた上
で各部局に募集している。

工学部（地球工学科） 生命科学研究科 *
工学研究科 薬学研究科 *
農学研究科 医学研究科 *
エネルギー科学研究科 情報学研究科
地球環境学堂 理学研究科

経営管理大学院
（* 印の 3つの研究科で 1コースを設置）

表 2　国際コース設置学部・大学院

3.3　海外での留学説明会開催
海外の大学において開催してきた本学独自の
説明会が継続される。平成 21 年度は中国の浙江
大学において留学フェア「京都大学の日」開催、
ベトナムのハノイ工科大学では慶應義塾大学と
共同で留学生フェア開催などの活動が行われた。

3.4　ハノイ事務所の設置
本学はベトナム国家大学ハノイ校と平成 22 年
に同学内グローバル30オフィスである「京都大学
ハノイ事務所」の設立を合意した。同事務所は海
外各地における日本国内の全大学の留学生受け
入れ支援を行う「海外大学共同利用事務所」とし
て指定された。この指定を受け、同事務所から、
日本の大学全体の魅力について情報発信を行う
とともに、この地域において学生募集を行う日本
国内の大学の説明会の開催や、入学審査時の面接
の実施などに関する支援も行われる予定である。

3.5　書類の英文標準化
英語だけで学位取得が可能なコースでは外国
人教員、留学生を大量に受入れることになるた
め、さまざまな文書を英文化する必要がある。
K.U.PROFILE 推進本部では、総則や学位規定を
始めとする教務書類、所得税関係などの事務書類
など、学内で共通性が高い文書について標準英訳
を作成している。また、大学院学生募集要項など
部局ごとに作成する文書については、英訳の雛型
を作成するとともに、部局での英訳に対して参考
意見を与えるなどの支援を行っている。

3.6　広報活動
グローバル 30 事業採択 13 大学について、東京
大学が取りまとめ役となり共同で紹介冊子を作
成した。本学独自のパンフレットも作成し、本学
の紹介、英語コースの紹介の他、担当教員や留学
生へのインタビューなどが掲載されている。
また、K.U.PROFILE の事業概要と上述のよう
に各学部研究科で開設される英語コースへのリ
ンクをまとめたポータルサイトが開設された。こ
のサイトは、各部局との連絡機能も併せ持ってお
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り、教務・事務書類の標準英訳はこのサイトを通
じて洗練され周知されている。

4．情報学研究科における事業
本研究科におけるこれまでの国際化の施策は
全学でも高く評価され，またアジア諸国において
情報学を習得するための留学の要望が大きいこ
とから，本研究科のK.U.PROFILE への参画が中
村佳正研究科長を通じて促された。そこで研究科
長の取り纏めのもと、知能情報学専攻、社会情報
学専攻、通信情報システム学専攻の 3専攻が、修
士・博士後期課程両課程とも英語だけで修了可能
なようにカリキュラムを拡大・変更する形で国際
コースを新設し、K.U.PROFILE に参画すること
となった。 同事業が採択されてからは、教務委員
会の下にワーキンググループが設置され、研究科
長、上記 3専攻とエラスムス事業を推進する数理
工学専攻から選出された委員により、具体的な事
業推進作業と調整を行っている。

4.1　国際コース
従来から博士後期課程においては留学生特別
配置プログラムを始めとして、多くの学生が英
語のみで学修・研究し、学位を取得してきた。し
かし、修士課程においてはこのような学生を想定
してこなかった。そこで、上述の 3専攻では国際
コースを実現するために、修士課程においても英
語のみで学生が学修可能であるように、英語のみ
で実施される講義を新設し、また既存の講義の一
部を英語によって実施することとした。平成22年
度以降に英語で実施、あるいは一部英語化される
（計画中を含む）専攻開設科目を表 3に示す。ま
た、グローバル 30 事業で雇用する特定教員等が
担当する研究科共通科目として「情報学展望 4B」
（英語科目）の開設を認めていただいた。

知能情報学専攻
情報科学基礎論、 知能情報システム特論、
パターン認識特論、 人工知能特論、
音声情報処理特論、言語情報処理特論、

コンピュータビジョン
社会情報学専攻
情報社会論、情報システム設計論及び演習 I、
II、情報システム分析論及び演習、分散情報
システム、マルチエージェントシステム、
情報組織化検索論、生物圏情報学
通信情報システム専攻
離散アルゴリズム論、 計算量理論、
アルゴリズムと情報学入門、
プログラミング言語処理系、
計算困難性 : NP 完全性、整数計画法、及び
スケジューリング問題への応用、
多面体科学 : 理論、実際と理学工学への応用

表 3：英語化・一部英語化される専攻開設科目

これらの 3専攻については、入学試験について
も、日本語能力を仮定せずに海外からの出願が可
能なように、国際送金制度を盛込んだ和英併記の
募集要項を作成し、試験の出題においても工夫す
る計画である。また、2専攻において本年3月に独
自に国際コースのためのAO型入試を実施した。

4.2　特定教員、特定事務員、事務補佐員の雇用
国際コース新設に当たっては、事業補助金によ
り新規に表4に示す4名の外国人特定教員を雇用
する経費が認められた。しかし、事業計画におい
て国際コースを3専攻に設置するために必要な教
員数は 6名であったため、研究科長から教授会に
研究科共通経費による不足分の支援が提案され、
企画・評価委員会および財務委員会において審議
された結果、残り2名の雇用を認めていただいた。
また、研究科に配分されたに補助金においては
特定事務員 1名、事務補佐員 2名の雇用経費が認
められた。3名は研究科事務室において教務・総
務掛と密接な連携の下で、研究科全体としての国
際化を支援する職務に就いていただいている。具
体的には、外国人教員・研究員の雇用手続き、留
学生の学修や日常生活支援、入学試験募集要項や
学修要覧などの書類の英文化をはじめとして、教
務・総務関係全般にわたっている。
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David Avis 教授（通信情報システム専攻）
Xuefeng Liang 准教授（知能情報学専攻）
Adam Jatowt 准教授（社会情報学専攻）
David Kinny 准教授（社会情報学専攻）

表 4　平成 22 年 4月現在の特定教員

4.3　IT 技術を用いた留学生支援
社会情報学専攻 石田亨教授のご協力のもと、
本研究科内の研究成果を本事業に応用する試み
を行っている。同教授は、異文化コラボレーショ
ンを行うためのインターネット上の新しい言語
基盤ある「言語グリッド」を開発するプロジェク
トを推進されている。本事業のために、言語グ
リッド上にグローバル 30・サイトを開設し、留学
生間のコミュニティ形成とコラボレーションの
支援を行えるように設定していただいた。

4.4　教員の海外派遣
初年度の補助金では、国際化推進のための教員
海外研修旅費が措置された。そこで、国際コース
設置専攻以外の3専攻も含めた全6専攻から推薦
をいただき、合計 14 名を派遣した。

4.5　教務・総務書類の英文化
留学生の英語だけで学修を可能とするために、
履修要覧を始めとする教務関係書類の和英併記
化、英文化を行った。K.U.PROFILE 推進本部が
提示している標準英訳に準拠することを原則に、
研究科において共通性の高い文書、各専攻におい
て共通性の高い文書から優先順位をつけながら
英訳作業を行った。実際に作業を開始すると、膨
大な量の文書について、K.U.PROFILE 推進本部
へ議論や要望を入れながらとなり、作業は新年度
ぎりぎりまで続くこととなった。

4.6　広報活動
グローバル30採択大学全体、および本学グロー
バル30全体の紹介冊子に加えて、研究科グローバ
ル 30 独自のパンフレットを作成し、また外国人

特定教員の生のメッセージを伝えるためのDVD
も作成した。また、研究科HPの下に国際コース
のHPを作成させていただき、 3 専攻の国際コー
スの紹介や募集要項へのリンク、 上述の言語グ
リッドへリンクなどを設定している。また、これ
まで隔年で作成されてきた研究科案内の英語版
の平成22年度版作成の支援もさせていただいた。
グローバル 30 事業に関する行事としては、前
述の浙江大学「京都大学の日」に研究科長を始め
とする 6名の教職員，中国からの留学生を含む 3
名の学生が参加し、研究科独自の広報活動を行っ
た。
また本年 3月に開催された情報処理学会設立
50 周年記念大会のイベント企画において、本研
究科 田中克己副研究科長が、東京大学情報理工
学系研究科 萩谷昌己副研究科長と共同で「情報
分野における教育の国際化－グローバル 30 を
中心に－」という特別企画セッションを開催さ
れ、各大学のグローバル 30 の紹介と情報交換
が行われた（http://www.i.u-tokyo.ac.jp/news/
ist/100311_1.shtml 参照）。
同志社大学、慶応義塾大学でも、独自にグロー
バル30事業を紹介するイベントが開催され、本研
究科からも教員が参加し、広報と情報交換を行っ
た。

5．おわりに
従来からさまざまな施策で行われてきた国際
化であるが、今回のように研究科というスケール
でまとまった形で行うと、予想しなかった問題が
次々と出現し、それを何とか解決しながら進めて
いる状態である。
グローバル 30 事業開始直後の「事業仕分け」
において本事業は縮減の対象となり、本年度の新
規申請は見送られ、昨年採択された事業の予算は
25％カットとなった。本研究科をはじめとしてす
でに多くの特定教職員を雇用しているため、本年
度は全学の経費から措置をいただいて何とか雇
用経費だけは確保された状態にあり、当初計画し
ていた国際化に向けての様々な施策は実施が困
難になっている状況である。しかしながら、日本
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人学生数の全国的な減少と世界の趨勢を考える
と、本学そして本研究科の国際化は避けて通るこ
とができず、限られた予算の中で事業を推進して
行きたいと考えている。
末筆ながら、これまでお力添えをいただいた関
係各位に感謝いたしますとともに、今後とも研究
科の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

［参考URL］
学術振興会 国際化拠点整備事業HP
 http://www.jsps.go.jp/j-kokusaika/

京都大学 K.U.PROFILE HP
 http://www.opir.kyoto-u.ac.jp/kuprofile

情報学研究科 国際コース HP
 http://www.g30.i.kyoto-u.ac.jp/



20

8 月 24 日から 30 日の日程で、タイとベトナム
5大学 6拠点 1オフィスを、研究科長をはじめと
する教員 8名、同地域から本研究科に留学してい
る 3名、事務スタッフ 2名を含む、次の 13 名で
訪問した。

中村 佳正 教授（研究科長）
田中 克己 教授（副研究科長）
吉川 正俊 教授（社会情報学専攻）
荒井 修亮 准教授（社会情報学専攻）
太田 快人 教授（数理工学専攻）
石井  信 教授（システム科学専攻）
吉田  進 教授（通信情報システム専攻）
山本  衛 教授（通信情報システム専攻）
Ngo Tung Duc（社会情報学専攻D2）
E. Pipaporn（数理工学専攻D2）
Phung Duc Tuan（システム科学専攻D2）
宇野 純子 主任（総務・教務掛）
近藤 太樹 掛員（総務・教務掛）

Seminar on Informatics 2009 と銘打って行わ
れた今回の訪問には、当研究科の概要説明、参加
4専攻の研究・学術紹介、博士課程留学生特別配
置などを中心に、研究科が行っている各種入試の
説明、および参加留学生による京大ライフのプレ
ゼンテーションなど、多彩な内容が盛り込まれ
た。このようなセミナーは本研究科として初の試
みである。
各訪問先の参加者からは、京都大学および本研
究科に対して、盛んに質問が飛んだ。とりわけ留
学生によるプレゼンは好評であった。本研究科参
加者にとっても、学生が留学しやすい環境・体
制作り、英語による授業等の実施、事務スタッフ
の国際化対応、海外の大学との連携・協定締結等

にあたって参考になるところが大きかった。折し
も、京都大学全体が国際化拠点形成に向けて邁進
しているさなか、大学本体に先駆けて行ったセミ
ナーであり、セミナー自体の意義が大変に大きな
ものであったことは言うまでもない。
今回訪問した機関は以下の通りである。
＃タイ
*Thammasa t  Un ive r s i t y ,  S i r i ndhorn 
International Institute of Technology（SIIT）
*Asian Institute of Technology（AIT）
*Chulalongkorn University
*King Mongkuts Institute of Technology: 
Ladkrabang（KMITL）
＃ベトナム
*School of Information and Communication 
Technology, Hanoi University of Technology
*Faculty of Appl ied Mathematics and 
Informatics, Hanoi University of Technology
*V i e t n am - J a p a n  Human  R e s o u r c e s 
Cooperation Center（VJCC）

いずれの訪問先でも真っ先に質問があがった
のは、奨学金制度についてであるが、中でもVJCC
では、ベトナム学生の日本への留学熱が高いにも
かかわらず、住宅費を含めた生活費などの、経済
的な理由から中国へ、また奨学金制度・授業料減

Seminar on Informatics 2009
アジアにおける情報学セミナー

情報学研究科　総務・教務掛　近　藤　太　樹
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免制度の充実具合からアメリカやオーストラリ
ア等へ、多くの学生が流出しているというショッ
キングな事実を耳にし、経済的サポートの制度的
な充実が、喫緊の課題であると感じた。具体的に
は、授業料不徴収を伴う学生交流協定の締結や、
奨学金制度の充実、更には住居等生活面での経済
的な支援が課題となるであろう。参加大学の幾つ
かは、本学との交流協定の締結に対し、非常に熱
心・積極的であり、この方面から事態の打開を図
ることは有効であるように思われた。その後、11
月に本研究科はKMITLとの部局間交流協定を締
結したことを付記したい。
また本学では、全学挙げての国際化が漸く着手

されつつある状況であるが、バンコクの各大学で
は、既に博士課程のみならず、修士課程において
も、英語コースに類する制度が整備されていると
のことで、日本よりも一歩進んだ状況が見て取れ
た。本学に多くの留学生を受け入れる為に、柔軟
な入試制度の検討が望まれるが、VJCCでは本研究

科入試の海外実施拠点として、その施設・設備を
使用する誘いも頂き、Polycom 等遠隔講義システ
ムの整備などは、重要な意味をもつものであろう。
今後、本学では国際コースの創設などにより、
語学の壁を越えた学術交流を促進していくとこ
ろである。無論、その中でも日本語を通じた国際
交流・国際理解は、決して忘れることのないよう
にしたいものであるが、今回訪問して目の当たり
にした、タイ・ベトナム各機関の国際化の状況を
見て、本学・本研究科が、グローバルな受入れ体
制を緊急に整備しなければいけないことは、痛切
に感じられた。海外から来る教職員・学生に配慮
して、諸規程や各種書類を英文化したり、英語に
よるパンフレット・DVDを作成したりすること
については、少しずつ取り組みを始めたところで
ある。何よりも今後は、日本語のみでまとまって
いる事が当然と思うことの無い、意識の変革が、
本学全体に求められていると感じた。 
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2009 年 10 月 30 日・31 日に浙江大学で「京都
大学の日」が開催され、情報学研究科として参加
しました。「京都大学の日」は京都大学の紹介と
浙江大学との学術交流および留学説明会を目的
に開催され、京大としては初めての試みでした。
「京都大学の日」のスケジュール（表 -1）および情
報学研究科からの参加者（表 -2）は表に示すとお
りです。各専攻から誰かが行かれるのかなと思っ
ていましたが、そうでもありませんでした。京都
大学としては 6部局の参加ですから、研究科でも
そんなものかもしれません。6部局のうち情報学
研究科は 11 名と参加者数が最大でした。情報学
研究科としてはタイ・ベトナムでの研究科紹介・
留学説明会に次いでの海外活動となりました。
初日の午前は多数の教員・学生の参加もと全体
交流会が開催され、両大学の紹介などが行われま
した。司会進行された鄭先生は京大での留学経験
もあり、現在も学術交流を積極的に展開されてい
る方とのことでした。午後は各部局に別れ、研究

科紹介や学術交流が行われました。我々情報学研
究科では、専攻別に交流会を開催しました。その
内容は表 -3 に示すとおりです。社会情報学は研
究内容の紹介が、数理工学では学術交流が主にお
こなわれました。参加者は同分野の教員で、研究
テーマも身近に見聞きするものが多かったよう
でした。数年前に京大を訪問され、社会情報学専

中国浙江大学における「京都大学の日」に参加して

社会情報学専攻　教授　酒　井　徹　朗

表 -1　京都大学・浙江大学交流会日程
2009/10/29
　14:15-14:45 浙江大学到着関係学科と打ち合わせ
　18:00- 浙江大学楊衛学長主催懇親会
2009/10/30
　10:00-12:00 全体会議

開会式　禇健副学長司会
浙江大学代表挨拶　楊衛学長
京都大学代表挨拶　西村周三副学長
JPJS 北京研究連絡センター挨拶　福西浩センター長
浙江大学紹介　禇健副学長
京都大学の概要紹介　森純一国際交流推進機構長

　14:00-17:30 部局別交流
社会情報学と数理工学が個別に交流会　（表 -3 参照）

　18:30-20:00 禇健副学長と鄭副学長主催交流会
2009/10/31
　13:30-17:00 学生を対象とした研究科紹介

社会情報学・数理工学による合同主催　（表 -4 参照）
　18:00- 京都大学中国校友会

表 -2　情報学研究科参加者
教員

中村　佳正（研究科長）
田中　克己（副研究科長）
酒井　徹朗（社会情報学・教授）
岩井　敏洋（数理工学・教授）
趙　　　亮（数理工学・講師）
大島　裕明（社会情報学・特定助教）

事務職員
中村　義行（総務・教務掛・主任）
疋田　真弓（総務・教務掛・特定職員）

大学院生
加藤　　誠（社会情報学・D1）
许　　　泠（社会情報学・M1）
庄　　冰冰（数理工学・M1）
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攻の研究室を訪れた比較的年配の先生方は、退職
や移動されたようでお会いすることはできませ
んでした。参加された浙江大学の教授先生方が若
いのが印象的でした。
2日目の午後、情報学研究科として浙江大学の
学生を対象に、研究科の紹介と留学説明の会を
開催しました。その内容は表 -4 に示すとおりで、
多くの学生が参加しました。留学に関する説明で
は、やはり同行した中国からの留学生の話が最も
興味を引いていたようです。年代も近いこともあ
りますが、留学志望の学生にとって現に留学して
いる学生の話は貴重な情報源です。今後海外で開
催される留学説明会などには、関係国の留学生参
加が必須と思いました。留学説明会最後のQ/A
は活発で、参加学生との質問のやり取りは中国語
と英語で行われ、趙先生に仕切っていただきまし
た。参加学生から最も多かった質問は、奨学金と
言葉に関することのようでした。
2日目の夜は「京都大学中国校友会」の成立大

会が開催されました。京都大学に留学した中国人
や在中国の京大卒業生など 100 余名が出席しま
した。中国人卒業生の方々は中国全土から遠くは
はるばる青海省から来られていました。日本では
京大の卒業生は他大学と違いあまり郎党を組み
ませんが、人脈を重視する中国人の気質の現れで
しょうか。今後交流を深めていくためには、組織
交流だけでなく個人レベルでの交流深化も必要
だと思いました。会場では研究科毎にテーブルが
割り当てられましたが、残念ながら情報学研究科
の卒業生は居りませんでした。しかし工学部関係
の方はおり、皆さん京大留学時代の話や近況報告
で親睦を深めておりました。私は上海と南京から
ご夫妻で参加してくれた現在大学で教鞭をとっ
ている農学部時代の留学生に会うことができ、楽
しい時間を過ごしました。余計な話ですが、この
宴席の費用ある中国人卒業生の企業家の御寄付
とのことでした。また上海には在中国の京大卒業
生の「京仙会」という集まりがあり、幹事さんが

表 -3　部局別交流内容（2009/10/30）
社会情報学
14:00-14:25　 Greeting & introduction of graduate school of informatics, Kyoto University -Vice-

Dean, Prof. Katsumi Tanaka
14:25-14:50 Introduction To College of Computer Science, Zhejiang University -Prof. CHEN 

Gang
14:50-15:40  Talk on Kyoto research activities towards collaborative research

Research on Web search and mining -Prof. Katsumi Tanaka
Biosphere Informatics and GIS -Prof. Tetsuro Sakai

16:00-16:50 Talk on Zhejiang research activities towards collaborative research
An Introduction To R&D on Database and Data Management in College of 
Computer Science, Zhejiang University -Prof. SHOU Lidan

 Information Retrieve and Computer Vision -Prof. SONG Mingli
16:50-17:00 Discussion on future collaboration such as MOU between Zhejiang and Kyoto

数理工学
14:00-14:10 Opening Remark（by Prof. Y. Nakamura and Prof. S. Li）
14:10-14:40 A New Singular Value Decomposition Algorithm for Bidiagonal Matrices in Terms 

of Integrals Dynamical Systems-Yoshimasa Nakamura（from Kyoto Univ.）
14:40-15:10 The falling cat as a port-controlled Hamiltonian system-Toshihiro Iwai（from Kyoto 

Univ.）
15:10-15:40 Combinatorial optimization researches at our Discrete Mathematics Laboratory-

Liang Zhao（from Kyoto Univ.）
16:00-16:30 Escape Dynamics and Stochastic Stability in Learning Theory-Jianzhai（from 

Zhejiang Univ.）
16:30-17:00 Hyperbolic GeometricFl0w-DexingKong（from Zhejiang Univ.）
17:00-17:30 A polynomially solvable case of optimal linear extension problem of partially 

ordered set-Biao Wu（from Zhejiang Univ.）
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出席されておりました。訪中される場合、連絡さ
れるといろいろな情報を得ることができるかと
思います。（京仙会HP　http://kyosenkai.jimdo.
com/）
浙江大学は中国の杭州市にあります。杭州は西
湖など日本人にもなじみのある観光地としても
有名な場所のひとつです。国際空港もあり、上海
と高速鉄道で結ばれており交通至便の場所です。
今後どのように大学間交流が展開されていくか
楽しみです。
私が中国を初めて訪問したのは 1980 年代、日

本の昭和 30 年代の地方都市といった懐かしさが
ありました。1990 年代末に訪れたときは盛んに
開発がおこなわれていましたが、自転車もまだ多
く、走る自動車の大半は旧式のもので、道路整備
もあまり進んでいませんでした。今回一部しか垣
間見ていませんが、近代化されたビル群や住宅団
地、新車が目立つ道路、確実に繁栄を謳歌してい
るようでした。変わらないのは町に溢れる人の多
さと「予定は未定で決定であらず」方式の行動で
しょうか。

表 -4　学生を対象とした研究科紹介（2009/10/31）
13:30-13:50 Introduction of Kyoto University and Graduate school of informatics by Prof. Yoshimasa 

Nakamura（dean）
13:50-14:10 Admission, Entrance exam, Scholarships, Research funds etc. by Prof. Katsumi Tanaka 

（vice-dean）
14:10-14:30 Introduction of Dept. of Social Informatics, by Prof. Tetsuro Sakai
14:30-14:50 Research presentation （and demo） of Dept. of Social Informatics, by Hiroaki Ohshima
14:50-15:10 Introduction of Dept. of Applied Mathematics and Physics, by Prof. Toshihiro Iwai
15:10-15:30 Research presentation （and demo） of Dept. of Applied Mathematics and Physics, by Liang 

Zhao
15:45-16:45 STUDENT SESSION

（1）Introduction of academic and daily life of Kyoto University by PhD student: Mr. Makoto 
Kato
（2） Introduction of academic and daily life of Kyoto University by Master course student: 
Ms. XuLing
（3） Introduction of academic and daily life of Kyoto University by Master course student : 
Ms. Bingbing Zhuang

16:45-17:00 QA and Closing
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情報学研究科が、高校生・中学生・一般市民を
対象として年 1回開催している公開講座が、平成
21 年 8 月 8 日（土）に開催された。平成 20 年か
らオープンキャンパス直後に開催することとし、
受験生向けの広報活動の役割を持たせている。
平成21年度の公開講座のテーマは「いきものと
情報学」で、研究科の 3名の講師が、それぞれ、動
物、植物、ヒトと情報学の関わりを講演した。荒
井修亮先生は、人口衛星などのさまざまな情報機
器を使った、ウミガメ、メコンオオナマズ、ジュ
ゴンなどの絶滅危惧種の生態調査を講演された。
タイや沖縄などで調査された動物の行動軌跡は
参加者の想像力をかきたてるとともに、スライド
に写っている調査中の学生の表情からはワクワ
ク感が伝わった。小山里奈先生は、植物生態系に
関するアラスカでのフィールドワークを題材に、
陸上生態系の中で植物が果たす役割や、植生の変
化を説明された。洪水や山火事が植生変化の新た
なサイクルのきっかけになること、川のまわりの
植物を見れば大きな洪水の発生時期がわかるこ
と、植生の変化を促すためにアラスカではあえて
山火事を放置することなどの興味深い内容が紹
介された。小林茂夫先生は、ゾウリムシを使った
学習実験や、ヒトが暑い・寒いを感じる仕組みな
どを通じて、まだまだよくわかっていない脳に心
が生まれる仕組みの研究を紹介された。動物、植
物、人間という参加者に親しみのあるものを対象
に、科学的・学問的なアプローチにもとづく最先
端の研究内容をわかりやすく説明していただい
た。参加者のアンケートは異口同音に、「大変興
味深い」、「とても難しかったが興味深かった」と
講演にお褒めの言葉を頂いている。
公開講座の広報は、研究科や大学のホームペー
ジへの案内の掲載、ポスターの中学・高校への配

布などを行っている。学生が力作のポスターを準
備してくれた。また、地元新聞は写真入で公開講
座の案内記事を掲載してくれた。しかし、残念な
がら参加者数は期待ほどでは無かった。いつも中
学生を引率して参加していただいている先生か
らの、「中学生には少しハードルが高い」とのご
指摘に反省したり、一方、当の中学生から「来年
もまた来たい」との声を聞くと励まされたりもす
る。アンケートの一通は、「もっと宣伝の工夫を
なさったら、幅広い方が来られるでしょうに」と
あり、これからの宿題である。

情報学研究科公開講座「いきものと情報学」報告

通信情報システム専攻　教授　高　橋　達　郎
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ICT イノベーションも本年で 4回目を迎え，情
報学研究科ならびに学術情報メディアセンター
での研究開発されている情報通信技術の社会へ
の発信と，産官学連携・社会連携を促進するイベ
ントとして定着してきている．例年500人を超え
る参加者を集め，本学全体でも屈指の規模を誇る
産学連携ベントとして評価が高い．このイベント
を契機として，包括的な共同研究がスタートする
などの成果も上げており，この面での発展も期待
される．さらに，このような情報交換を恒常的に
行うための組織として「ICT連携推進ネットワー
ク」を発足させ，約 60 の企業・団体が加入する
に至っている。今回の「京都大学 ICT イノベー
ション 2010」は，2010 年 2 月 19 日（金）に京都
大学百周年時計台記念館2階国際交流ホールで開
催された。

1．参加状況
事前登録者 619 名（学内 265 名，その他招待者，
展示担当者等 107 名，学外一般 247 名）であり，
それに加えて当日来場者が学内学外あわせて 131
名あった．ただ学内（主として研究科内）で 100

名余の欠席があったのは，研究科教員を全員事前
登録したためもあったとはいえ，残念なことで
あった．正確な数字は不明であるが，欠席者を除
いても 620 名程度の参加者で，昨年度実績 640 を
わずかに下回ったが，ほぼ同様の盛況であり，各
ブース，口頭発表会場とも熱気あふれる状況で，
人気のあるブースではなかなか希望するだけの
時間が取れないとの声も聞かれた．（写真参照．）

2．発表件数
以下の表 1の通り，発表総計 77 件で昨年より
2件多かった．

表 1
所属・専攻 件数
知能情報学 7
社会情報学 11
複雑系科学 4
数理工学 5
システム科学 3
通信情報システム 7
学術情報メディアセンター 11
GCOE若手 18
産学連携活動 4
各専攻紹介ブース 6
同窓会企画 1

計 77

3．企業説明会
同日行われた企業説明会について簡単に触れ
る．参加企業は昨年と同様 51 社，参加した学生
数はカウントしていないが，100 名を大幅に上回
る数であったことは間違いない．ブースの幅が狭
い，イスが少ないなどの不満も聞かれたが，総じ
て非常に好評であった．ただ展示会場に比べて講

写真

京都大学 ICT イノベーション 2010 報告

実行委員長　複雑系科学専攻　教授　山　本　　　裕
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演会場では空席が目立つ時もあった．

4．就職担当教授面談
昨年開始された企画であるが，時間の制約があ
るものの，企業大学側いずれからも好評であっ
た．またICTイノベーションに企業の人が参加す
る動機付けともなっている．

5．同窓会企画
今年から同窓会の企画イベントを同時に開催
することになった．活動を同時に行うこととなっ
た．詳しくはそちらの記事を参照いただきたい．

5．まとめ
2 回以上の参加者も多く，イベントとして定着
してきたと感じられる．共同研究を行っている企

業との連携や，共同研究への発展の可能性だけで
はなく，京都大学での研究の成果を広く社会に発
信するという点からの意義も見逃せない．ともす
れば京都大学は外からは孤立しているという印
象を与えがちなところがあり，法人化以後，社会
への積極的なかかわりという点で本イベントの
果たす役割は大きい．またとかく地場産業との結
びつきが弱いといわれがちである点に配慮し，午
前中に行われた企業説明会においても地元企業
を優遇するべく努力したが，定着するには今後一
層の努力が必要であると感じた．
本イベントに対して、情報学研究科・メディア
センターならびに関係機関・組織から多大の支援
をいただきましたことに深く感謝します．
ICT Webサイト： http://ict-nw.i.kyoto-u.ac.jp/
ict-innovation/2010/
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情報学研究科は、平成 21 年度において、新た
に以下の 5つの広報・教育活動を行いました。本
稿では、それぞれについて簡単に振り返ります。

（ⅰ） 情報学研究科同窓会企画「超交流会2009」
（7月）

（ⅱ）アジア情報学セミナー（8月）
（ⅲ） 10 月期入学者に対する全体ガイダンス

（10 月）
（ⅳ） アウトリーチ活動「情報学エデュテイン

メント」（10 ～ 3 月）
（ⅴ） 情報学研究科合同入試説明会兼ミニ・オー

プンキャンパス（3月）

（ⅰ）同窓会企画「超交流会 2009」
研究科創立の 2年後、平成 12 年 4 月に情報学
研究科同窓会が発足しました。平成 22 年 3 月に
は修士課程修了生は 1900 人を越え、その 2～ 3
割が他大学出身者です。京都大学の第二期中期目
標には「同窓会活動の活性化を支援する」、同中
期計画には「学部、大学院等の同窓会間の連携を
支援する」とあります。同窓会は情報学研究科の
求心力を高める大事な活動と考え、平成 21 年度
は「みんなのアントレプレナーシップ」をメイン
テーマとする同窓会企画「超交流会 2009」を共催
し、起業を通じて情報学を社会に役立てようとす
る同窓生・在校生にエールを送りました。

（ⅱ）アジア情報学セミナー
海外における初めての情報学研究科紹介セミ
ナーを開催しました。この企画は京都大学のグ
ローバル 30 国際化プログラムKU Profile に先行
し、研究科の教育の国際化推進の号砲ともいえる
ものです。詳細は、本誌の別のページをご覧下さ
い。

（ⅲ）全体ガイダンス
平成21年度から修士課程においても10月期入
学生を受け入れることになりました。そこで、こ
れまでは4月期も行うことがなかった全体ガイダ
ンスを初めて開催しました。説明は国際化に配慮
して日本語と英語で行い、計算機システム、図書
室、学生保険についてだけでなく、ハラスメント
やコンプライアンス等にも及びました。平成22年
度からは京都大学も学部入学生を対象とする全
体ガイダンスを実施していますが、情報学研究科
の全体ガイダンスはその先鞭をつけたものです。

（ⅳ）アウトリーチ活動
平成 21 年度に設置した情報学教育問題検討
WGにおける議論を出発的に、情報学（教育＋娯
楽）の意味の造語「情報学エデュテインメント」
をテーマとした企画を広く研究科から募り、ソフ
トウェアや教材を制作いただいて、研究科ウェブ
ページにて公開しました。いずれも十分な出来栄
えで、新たなアウトリーチ活動として、今後の
ジュニアキャンパス等での活躍が楽しみです。

（ⅴ）合同入試説明会兼ミニ・オープンキャンパス
平成 21 年 9 月に開設された品川の京大オフィ
スを使った 6専攻の合同入試説明会兼ミニ・オー
プンキャンパス（写真）もまた新たな広報活動の

情報学研究科における新たな広報・教育活動について

情報学研究科長　中　村　佳　正
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一つです。最近、特に関東方面からの修士課程志
望者が減少気味です。そこで、学部学生、企業に
勤務する修士課程修了生、高専の専修科学生や語
学学校に通う留学生等を対象とした入試説明会
を開催しました。研究紹介はミニ・オープンキャ
ンパスの中で 29 枚のパネルと博士課程学生達が
受け持ち、43 人の参加者を相手に終始にぎやかな

説明会となりました。
新しい広報・教育活動を次々と展開した 1年間
でした。それぞれの活動には国際化や事務部の参
加に加えて、研究科横断的な協働作業という横糸
がめぐらされております。ご協力いただいた研
究科教職員諸氏、学生諸君に厚くお礼申し上げま
す。
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情報学研究科同窓会は，2000 年 4 月に設立さ
れ今年で 10 周年を迎えるとても新しい同窓会で
す．毎年，修士修了生約 140 人が会員として入会
し，現時点で約 1300 名の会員を抱えております．
なお，会員のうち約 1割は博士号取得者で構成さ
れています．同窓会幹事メンバーも若い人ばかり
で，「若者ならでは」のユニークなイベントを多
く企画しています．情報学広報のこの場をお借り
して，同窓会活動の紹介をさせていただこうと思
います．

まず，去年（2009 年）より「超交流会」と銘
打ったイベントを年一回開催しております．この
イベントは，同窓会 10 周年記念イベントとして
企画され，去年はそのプレイベント的な位置づ
けでした．情報学研究科一期生の今村元一氏（現
在，クエステトラ株式会社 CEO）が実行委員長
となり，京大芝蘭会館にて 2009 年 7 月 19 日に開
催いたしました．第 1部の基調講演では，同窓会
会長永原が挨拶したのち， 堀場製作所最高顧問
の堀場雅夫氏が過去を振り返り， 若手の参加者
へのメッセージを述べました．次に中村佳正京
大情報学研究科長より 京大情報学での人材育成
の取り組みについての講演が行われました．最
後にベンチャーキャピタリストの勝屋久氏から， 
人脈ネットワークの重要性についての講演が行
われました．第 2部では，京大情報学出身のベン
チャー起業家による公開ディスカッションがあ
り， 「アントレプレナーシップ」について討論を
行いました．客席からも活発な質問が起こり，参
加者にも好評でした．また第 2 部・第 3 部と並
行して，特設展示も行われ， ポスターやパソコン
等を用いて，8社の企業が自社の概要や製品の紹
介， 学生向け就職説明などを行いました．第 3部

では，参加者どうしの交流が活発に行われるとと
もに，京大情報学OBを中心に 23 名が 1 分間の
プレゼンテーションを行いました．当日の参加者
は 174 人で，内訳は一般 77 人，同窓生 50 人，学
生 47人でした．この超交流会の模様は 7月 20日
の京都新聞でも紹介されました．

また去年は，2009 年の「超交流会」で基調講演
をしていただいた勝屋氏のお誘いで，東京渋谷に
てBridge2009というイベントに参加し，同窓会の
セッションを持たせていただきました．工学部情
報学科OBで KLab（株）CTOの仙石浩明氏，情
報学研究科OBではてな（株）執行役員の田中慎
司氏，同じく情報学研究科OBで楽天（株）の天

超交流会の模様

情報学研究科同窓会活動の紹介

複雑系科学専攻　助教　永　原　正　章

Bridge2009 の模様
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才プログラマ西岡悠平氏をお呼びし，同窓会幹事
の岡本昌之（東京支部長，東芝），今村元一（超交
流会実行委員長，クエステトラ）そして私（永原）
の 5人で，情報学研究科および超交流会の紹介と
情報学人材の生き方についてディスカッション
を行いました．
さらに，同窓会では年に 2回，会報を作成し，
同窓生および研究科の各研究室，図書室等に配布
しております．会報では，上記のような各種イベ
ントの紹介や研究科教員・OBのインタビュー，書
評などを掲載しております．掲載する題材は，毎
月行われる同窓会幹事会で決められ，若者ならで
はのユニークで面白い記事を目指しています．こ
の会報の閲覧を希望される方は，京大の中央図書
館，情報学研究科図書室，宇治分室の各図書室で
閲覧されるか，同窓会までご一報ください．最新
号をお送りさせていただきます．

今年は，同窓会設立 10 周年の年であり，超交
流会も 2009 年の倍の規模で京大時計台にて 6月
27 日（日）に行われます．情報学研究科OBと現
役学生・教員の交流を深め，情報学人材の今後の
さらなる発展を願い，今後も同窓会は様々な企画
を立ち上げていく予定です．ぜひ皆さまも同窓会
の活動にご理解いただき，「超交流会」等のイベ
ントにぜひ顔をお出しください．必ず満足してい
ただけるイベントを提供いたします．詳しい情報
は，下記の同窓会ホームページをご覧ください．

同窓会オフィシャルサイト
http://www.alumni.i.kyoto-u.ac.jp/
同窓会イベントサイト
http://www.johogaku.net/

同窓会連絡先：
i-alumni@i.kyoto-u.ac.jp
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このたび、本研究科の松山隆司教授が平成 21
年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術
賞（研究部門）を、五十嵐淳准教授が同表彰若手
科学者賞を受賞されました。科学技術賞（研究部
門）は、我が国の科学技術の発展等に寄与する可
能性の高い独創的な研究又は開発を行った方を、
若手科学者賞は萌芽的な研究・独創的視点に立っ
た研究等、高度な研究開発能力を示す顕著な研究
業績をあげた 40 歳未満の若手研究者を表彰の対
象とするものです。
以下、お二人の業績を紹介します。

平成 21 年度文部科学大臣表彰科学技術賞（研究
部門）
分散協調型画像理解の研
究

松山　隆司　
京都大学大学院情報学研
究科　教授

人間の持つ知能の解明とそのモデル化、人間に
匹敵する柔軟で高い能力を備えた知能システム
を実現することは、人工知能、知能情報学におけ
る中心的研究課題となっている。
同教授は、視覚情報処理の立場から知能のモデ
ル化と知能システムの実現を目指す「画像理解」
研究において、柔軟で高機能な画像理解システム
の構成原理として、多数の自立した処理モジュー
ルが相互に情報交換を行いながら、複雑な対象世
界の状況を認識・理解するという「分散協調型画
像理解」を提唱した。
同教授は、実世界を対象とした分散協調型画像
理解システムとして、（1）共有メモリ型の黒板モ
デル及びメッセージ交換型のマルチエージェン
トモデルに基づいた複雑な航空写真の理解シス
テム（2）多数の首振りカメラによる複数人物の実
時間協調追跡システム（3）様々な方向から撮影
した2次元ビデオから人物の完全な3次元映像を
生成する 3次元ビデオ撮影システム（4）ヒュー
マン・コミュニケーションの持つ複雑かつ多様な
ダイナミクスを表す「ハイブリッド・ダイナミカ
ル・システム」及びそれに基づいた非言語対話シ

ステム　を開発し、分散協調型画像理解の有効性
を実証した。

平成 21 年度文部科学大臣表彰若手科学者賞

オブジェクト指向言語の
基礎理論と設計の研究

五十嵐　淳
京都大学大学院情報学研
究科　准教授

Java, C++, C# などに代表されるオブジェクト
指向プログラミング言語は，実際の大規模ソフ
トウェア開発で幅広く使われているが，言語機能
の設計が場当たり的であったり，仕様が曖昧であ
るといった問題がしばしば指摘されていた．五十
嵐准教授は，この問題に対し，オブジェクト指向
言語のための新しい計算モデル Featherweight 
Java（FJ）を構築し，現実のプログラミングに有
用な機能の形式意味論を与え，プログラムが安全
に実行できることや実装方式の正しさを数学的
に証明した．この「機能の形式意味論」は，数学
的な定式化により，曖昧性のない，つまり穴のな
い言語仕様（プログラムの挙動の定義）を与えて
いるものと考えることができる．実際，この研究
過程で，英語で書かれた言語仕様の曖昧性や，同
一のプログラムが処理系によって異なる計算を
行うといった言語処理系のバグを（再）発見して
いる．
同准教授は，既存の言語機構の分析にとどまら
ず、オブジェクト指向プログラムの安全な再利用
を促進する新しい概念を考案し，その意味論，実
装方式の定式化，安全性や実装方式の正当性証明
を行った．特に，その中の Variant parametric 
types の概念は，研究者のみならず Java 言語の設
計者からも注目を浴び，2005 年にリリースされ
た Java 5 のワイルドカードという機能として採
用・実装されている．このワイルドカードの機能
は Java 言語の重要な改良として認識され，多く
のライブラリコードがこの機能を使って書き直
され，広く活用されている．

松山隆司教授・五十嵐淳准教授が文部科学大臣表彰を受賞
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氏名・国籍・所属・職 活 動 内 容 受入期間・身分 受 入 教 員
HU Ming
中華人民共和国
江蘇科技大学　講師

最適化理論と応用に関する研究
外国人共同研究者
2009.04.09 ～
　　　2009.10.09

数理工学専攻
福嶋　雅夫　教授

LIU Zonghua
中華人民共和国
華東師範大学　教授

閾値系における情報処理と自己調
節─揺らぎ工学の進化をめざして
─の共同研究

外国人共同研究者
2009.07.01 ～
　　　2009.08.29

数理工学専攻
宗像　豊哲　教授

ZHU Xingyi
中華人民共和国
Civil Engineering Depratment. Zhejinag University　PhD.Student

高速多重極法の研究
外国人共同研究者
2009.09.26 ～
　　　2010.03.26

複雑系科学専攻
西村　直志　教授

ZHEDANOV Oleksiy
ウクライナ
ドネツク物理工科研究所　上級研究員

双直交関数系とパデ補間表に関す
る研究

招へい外国人学者
2009.11.01 ～
　　　2010.04.30

数理工学専攻
中村　佳正　教授
辻本　　諭　准教授

STEINRUECKEN Christian
ドイツ
ケンブリッジ大学　博士課程3年

自律的なエキスパートシステムの
ためのベイズ統計モデルの構築

外国人共同研究者
2009.11.26 ～
　　　2010.08.25

システム科学専攻
石井　　信　教授

RAYMOND Jack Robert
イギリス
Hong Kong University of Science and Technology　博士研究員

知識循環社会の為の情報学教育研
究拠点「疎な観測に基づく情報復
元」に関する研究・討議

外国人共同研究者
2009.12.05 ～
　　　2009.12.19

システム科学専攻
田中　利幸　教授

ZHANG Min
中華人民共和国
清華大学　准教授

専攻の教員 FDのための講演・教
材作成および、Web 情報検索に関
する共同研究

招へい外国人学者
2009.11.24 ～
　　　2009.12.18

社会情報学専攻
田中　克己　教授

RAYMOND Jack Robert
イギリス
Hong Kong University of Science and Technology　博士研究員

「情報エントロピーの概念に基づい
た情報統計力学の再構築と情報通信
理論への展開」に関する研究・討議

外国人共同研究者
2010.03.06 ～
　　　2010.03.20

システム科学専攻
田中　利幸　教授

WANG Yihui
中華人民共和国
復旦大学計算機科学技術学院　修士課程

安定結婚問題に対するアルゴリズ
ムの研究

外国人共同研究者
2010.03.08 ～
　　　2010.06.05

通信情報システム専攻
岩間　一雄　教授

招へい外国人学者等

招へい外国人学者等
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言語解析技術のインターネット広告の基盤技術と
しての活用可能性の検証

知能情報学専攻
教　授　黒橋　禎夫

独立行政法人
科学技術振興機構

AI アプローチに基づく音楽デザイン転写 知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博

独立行政法人
科学技術振興機構

ヒューマノイドロボットのための能動的両耳聴 知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博

独立行政法人
科学技術振興機構

3次元ビデオ映像方式による演技の撮影・編集と
他方式アクション ･データとの融合に関する研究

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

独立行政法人
科学技術振興機構

生物機能データ予測のためのモデルパラメータ推
定技術の開発

システム科学専攻
教　授　石井　　信

独立行政法人
科学技術振興機構

ヒト胚の形態発生に関する三次元データベース システム科学専攻
教　授　松田　哲也

独立行政法人
科学技術振興機構

ディペンダブルVLSI プラットホーム用ロバスト
ファブリック、再構成可能プロセッサ、マッピン
グ技術の研究

通信情報システム専攻
教　授　小野寺秀俊

独立行政法人
科学技術振興機構

長期インタラクション創発を可能とする知能化空
間の設計論

知能情報学専攻
准教授　尾形　哲也

独立行政法人
科学技術振興機構

ホヤを中心とする組織特異的プロモーターのモデ
ル構築

知能情報学専攻
准教授　矢田　哲士

独立行政法人
科学技術振興機構

ネットワーク結合力学系のモデル化と解析に基づ
く機能発現メカニズムの解明

複雑系科学専攻
講　師　青柳富誌生

独立行政法人
科学技術振興機構

仮設世界と物理世界の相互浸透モデリングによる
知の創生

システム科学専攻
講　師　大羽　成征

独立行政法人
科学技術振興機構

微小物体の表面色情報を伴う高精度三次元形状復
元及び欠陥分類

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

ローム株式会社
ディスクリートモジュール生産本部

エネルギーの情報化技術の研究開発 知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

日本電気株式会社
ナノエレクトロニクス研究所

消費電力の見える化・省エネルギー化・平準化の
研究

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

株式会社富士通研究所
ヒューマンセントリックコン
ピューティング研究所

観測から利用までの一体的連携を支援するメタ
データ管理システムの開発

社会情報学専攻
教　授　吉川　正俊

国立大学法人東京大学 生産技術研究所
【文部科学省研究開発局委託事業
「データ統合・解析システム」再委託】

電気通信サービスにおける情報信憑性検証技術に
関する研究開発

社会情報学専攻
教　授　田中　克己

独立行政法人
情報通信研究機構

サービスコンピューティングに基づく多言語サー
ビス基盤の実現

社会情報学専攻
教　授　石田　　亨 総務省

平成21年度　受　託　研　究

平成21年度受託研究
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街のエネルギーシステム導入計画の最適化 数理工学専攻
教　授　福嶋　雅夫

東邦ガス株式会社
基盤技術研究部

次世代生命体統合シミュレーションソフトウェア
の研究開発

システム科学専攻
教　授　石井　　信 文部科学省

Cooperative　Communication 技術 通信情報システム専攻
教　授　吉田　　進

三菱電機株式会社
情報技術総合研究所

高レスポンスマルチホップ自律無線通信システム
におけるネットワーク技術に関する調査（その 3）

通信情報システム専攻
教　授　吉田　　進

株式会社国際電気通信基礎技術
研究所
適応コミュニケーション研究所

平成 21 年度希少水生生物保全委託事業 社会情報学専攻
准教授　荒井　修亮

独立行政法人
水産総合研究センター

筋ジストロフィーおよびその関連疾患の分子病態
解明、診断法確立と薬物治療の開発に関する研究

知能情報学専攻
講　師　細川　　浩 国立精神・神経センター
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身体化による認知機構の解明 知能情報学専攻
教　授　乾　　敏郎

独立行政法人
科学技術振興機構

代数的問題に対する量子コンピューティングの研
究

通信情報システム専攻
教　授　岩間　一雄

独立行政法人
科学技術振興機構

人間とロボットの協調作業における音声インタラ
クションの創発に関する研究

知能情報学専攻
准教授　尾形　哲也

独立行政法人
科学技術振興機構

家電機器と人との最適な間合いインタラクション
の研究

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

パナソニック株式会社
産学連携推進センター

個の行動・嗜好に基づく群行動のナビ制御による
地域EMSの実現

社会情報学専攻
教　授　石田　　亨

パナソニック株式会社
産学連携推進センター

次世代家電機器連携「新エコホーム」における
CO2 削減方式の研究

複雑系科学専攻
教　授　山本　　裕

パナソニック株式会社
産学連携推進センター

新世代家電機器群「新エコホーム」のCO2 削減方
式の研究

通信情報システム専攻
准教授　伊藤　大雄

パナソニック株式会社
産学連携推進センター

交通分野における数理計画手法の応用 数理工学専攻
教　授　福嶋　雅夫

パナソニック株式会社
システムソリューションズ社

次世代ミリ波イメージングレーダ技術に関する研
究

通信情報システム専攻
教　授　佐藤　　亨 パナソニック株式会社

基地局連携送受信信号処理技術と適応リソース制
御技術

通信情報システム専攻
教　授　吉田　　進

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ
研究開発推進部

単一無線機ハードウェアによる複数システムの受
信方式に関する研究と実証

通信情報システム専攻
准教授　田野　　哲

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ
研究開発推進部

確率的アルゴリズムによる高効率回路解析の研究 通信情報システム専攻
教　授　佐藤　高史 株式会社半導体理工学研究センター

統計的タイミング情報に基づくテスト技術に関す
る研究（2）

通信情報システム専攻
教　授　佐藤　高史 株式会社半導体理工学研究センター

言語解析用語彙属性の自動抽出技術に関する研究
開発

知能情報学専攻
教　授　黒橋　禎夫

日本電気株式会社
共通基盤ソフトウェア研究所

超大容量光信号伝送のためのデジタル信号処理方
式の研究

システム科学専攻
教　授　酒井　英昭

日本電気株式会社
システムプラットフォーム研究所

社会における情報伝播のためのインセンティブに
関する実証実験および学術調査

通信情報システム専攻
助　教　新熊　亮一

日本電気株式会社
C＆ Cイノベーション研究所

音声理解・対話方式の研究 知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博

三菱電機株式会社
情報技術総合研究所

平成21年度　共　同　研　究

平成21年度共同研究
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オンデマンド型電力ネットワークの研究 知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

三菱電機株式会社
情報技術総合研究所

車両に横力外乱が作用する場合の最適車両制御手
法の開発

システム科学専攻
准教授　西原　　修

三菱電機株式会社
先端技術総合研究所

次世代検索のための言語解析および言語推論の研
究

知能情報学専攻
教　授　黒橋　禎夫

日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎研
究所

量子アルゴリズムの計算量を特徴づける関数の複
雑度の研究

通信情報システム専攻
教　授　岩間　一雄

日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎研
究所

中継局を用いた同時送受信方法に関する研究 システム科学専攻
教　授　酒井　英昭

日本電信電話株式会社
未来ねっと研究所

P2P 技術を用いたコンテンツ配信におけるスケー
ラビリティ評価

システム科学専攻
教　授　高橋　　豊

日本電信電話株式会社
サービスインテグレーション基
盤研究所

無線通信システムの周波数有効利用技術に関する
研究

通信情報システム専攻
教　授　守倉　正博

日本電信電話株式会社
アクセスサービスシステム研究
所

高密度インダクタを用いた高速 LDドライバの研
究

通信情報システム専攻
教　授　小野寺秀俊

日本電信電話株式会社
マイクロシステムインテグレー
ション研究所

社会認知神経科学の展開 知能情報学専攻
教　授　乾　　敏郎 株式会社コンポン研究所

計測装置へのエージェント指向知識管理応用 知能情報学専攻
教　授　西田　豊明 株式会社堀場製作所

NDL ウェブアーカイブシステム機能拡張に係る
調査研究

知能情報学専攻
教　授　黒橋　禎夫 株式会社CSKシステムズ西日本

ロボット聴覚、及び人・ロボット音声対話に関す
る研究

知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博

株式会社ホンダ・リサーチ・イン
スティチュート・ジャパン

異音検知技術の研究開発 知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博

ソニー株式会社
B2Bソリューション事業部

ヒューマンエレクトロニクスに関するデバイス及
びシステムの研究

知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博 船井電機株式会社

時空間コンテンツ生成・閲覧サービスに関する研
究

社会情報学専攻
教　授　田中　克己

株式会社デンソーアイティーラ
ボラトリ

Web を利用した話題抽出・検索技術に関する研究 社会情報学専攻
教　授　田中　克己 株式会社トヨタIT開発センター

小エリア無線基地局の干渉低減に貢献する技術の
検討

システム科学専攻
教　授　酒井　英昭

住友電気工業株式会社
情報通信研究所

生体情報の計測とその解析に関する研究 システム科学専攻
教　授　石井　　信

古河電気工業株式会社
生産技術部
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車載 PLCの検討 通信情報システム専攻
教　授　守倉　正博

住友電気工業株式会社
情報通信研究所

LSI 回路の歩留まり解析高速化に関する研究 通信情報システム専攻
教　授　佐藤　高史 株式会社ジーダット
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特定領域研究

矢田　哲士 大規模ゲノム情報の比較技術と知識発見
田中　克己 情報爆発に対応するコンテンツ融合と操作環境融合に関する研究
西田　豊明 実世界インタラクションの分析・支援・コンテンツ化
松山　隆司 相互適応可能な実世界インタラクションのための計算モデル・システムの構築
田中　利幸 情報エントロピーの概念に基づいた情報統計力学の再構築と情報通信理論への展開
石井　　信 階層ベイズ推定に基づく安定した生命情報解析法の研究
黒橋　禎夫 構造的言語処理による情報検索基盤技術の構築
後藤　　修 多重ゲノム配列アラインメントに基づく機能情報の抽出
青柳富誌生 動的素子のネットワークに於ける環境に対する適用メカニズムの研究
吉川　正俊 集合知の体系化による知の創出支援基盤技術の開発
八杉　昌宏 並列分散計算環境を安定有効活用する要求駆動型負荷分散
駒谷　和範 ユーザの発語行為解釈に基づくロボット音声対話インタフェース
奥乃　　博 音響信号記号変換に基づいたセマンティックインタラクション

基盤研究（S）
西田　豊明 会話エージェント研究共有プラットフォームの構築と利用技術の研究
奥乃　　博 音環境理解研究からのロボット聴覚の構築
乾　　敏郎 身体図式を基礎とした動的イメージ生成の脳内メカニズムの解明

基盤研究（A）

一 般 岩間　一雄 情報補填を可能にするアルゴリズムの設計と解析
一 般 中村　佳正 マルチコアプロセッサに対応した革新的特異値分解ライブラリの開発
一 般 吉田　　進 自律分散制御無線情報ネットワークとその展開に関する研究
一 般 石田　　亨 サービスコンピューティングに基づく集合知の研究
一 般 佐藤　　亨 少数アンテナを用いたUWBレーダー高次イメージング手法の開発

基盤研究（B）

一 般 青柳富誌生 力学系における時空間パターンによるアトラクター間遷移とその機能
一 般 高橋　　豊 大規模分散型コンテンツ検索・配信ネットワークに関する研究
一 般 佐藤　雅彦 計算と論理の融合によるバグのないソフトウェア構築環境に関する研究
一 般 小野寺秀俊 ばらつきや欠陥を克服する集積回路ハードウェア設計技術
一 般 角　　康之 協調体験データの持続的な蓄積と流通支援の研究
一 般 山本　章博 頻度に基づく下方集合の高速探索を利用した構造データからの知識発見
一 般 松原　繁夫 協創コミュニティにおけるインセンティブ設計の研究
一 般 磯　　祐介 無限多倍長数値計算環境における高精度数値計算法の確立とその逆問題解析への適用
一 般 吉川　正俊 Web 上の知識資源の統合利用基盤技術に関する研究
一 般 木上　　淳 フラクタルの数学的諸相
一 般 西村　直志 周期的領域の周期・非周期波動問題における高速多重極法の研究
一 般 村田　英一 Cooperative 分散無線中継ネットワークのフィールドトライアル
一 般 八杉　昌宏 安全な計算状態操作機構の実用化
一 般 尾形　哲也 ロボットの能動知覚に基づく物体挙動予測モデルと道具使用
一 般 石井　　信 あいまいで変動する環境におけるモジュール型意思決定モデルの研究
一 般 松田　哲也 MRI を用いた生体組織における各種物理特性の異方性に関する検討
一 般 守倉　正博 無線ネットワークコーディングの研究
一 般 川上　浩司 不便の効用を活用したシステム論の研究
一 般 杉江　俊治 超解像制御とソフトスペック制御－超低解像度信号による高機能システムの実現－
一 般 山本　　裕 サンプル値制御理論によるハイブリッド信号処理の研究

基盤研究（C）
一 般 辻本　　諭 戸田型非自励離散可積分系の代数構造の研究と工学への応用
一 般 水田　　忍 2次元マップによる多次元画像情報の一覧表示に関する研究
一 般 西田　吾郎 高次元カテゴリーとその応用

平成21年度　科学研究費補助金

平成21年度　科学研究費補助金
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研究種目 審査区分 研究代表者 研　　　究　　　課　　　題

基盤研究（C）

一 般 乘松　誠司 光位相変調方式に対する自己／相互位相変調効果の高速評価法に関する研究
一 般 永持　　仁 図形充填問題に対するプラットフォームモデルの構築
一 般 宮崎　修次 大偏差統計解析の新たな展開
一 般 宗像　豊哲 閾値系における情報処理と自己調整－揺らぎ工学の進化をめざして－
一 般 山下　信雄 正定値行列補完を用いた準ニュートン法の実用化に関する研究
一 般 田野　　哲 高速移動環境におけるブロードバンド移動通信方式に関する研究

一 般 藤岡　久也
非周期的サンプル値制御理論：ネットワーク化制御・組込み制御のた
めの制御理論

一 般 鷹羽　淨嗣 有理型 2次微分形式を用いた多次元ロバスト制御系の解析と設計
一 般 伊藤　大雄 巨大情報からの超高速情報抽出アルゴリズムの研究
一 般 田中　泰明 リスク証券化の社会的影響分析と工学的見地からの最適管理方策
一 般 笠原　正治 高品質サービス保証型オーバレイネットワークの設計・制御・構成法
一 般 朝香　卓也 次世代ユーザ生成コンテンツ配信サービスのためのオーバレイネットワーク制御技術

挑戦的萌芽研究

山本　章博 論理式による実数の近似表現を用いた数値データからの機械学習手法
片井　　修 情報土壌学の構築とその応用
中村　佳正 新しい特異値分解法に基づく連立一次方程式のクリロフ部分空間法の開発
荒井　修亮 大水深底生魚類の行動生態解明を目的としたデータロガー自動装置・回収システムの開発
八杉　昌宏 安全で高速な共通計算基盤のための低水準の型付中間言語
川嶋　宏彰 力学系間の時間調整を基盤とする適応的な行動生成機構
市瀬　夏洋 転写制御の符号論的理解
杉江　俊治 射影に基づく連続時間システムの同定
奥乃　　博 音環境理解研究のフィールド情報学への展開
磯　　祐介 高解像光トモグラフィの実現に向けての数学的基礎研究
小林　茂夫 サカナのふるえ－恒温動物のふるえの原型か

新学術領域研究
（研究領域提案型）

水原　啓暁
脳内回路の引き込み協調による言語・非言語コミュニケーションの創
発原理の解明

若 手 研 究
（スタートアップ）

前川　真吾 セロトニン合成酵素Tphd2 の体軸形成における役割
中島　　悠 参加型モデリングに基づく大規模マルチエージェントシミュレーションの実現

若手研究（A）

五十嵐　淳 静的・動的型付けの融合による安全かつ柔軟なプログラミング言語の理論と設計
川嶋　宏彰 視覚から聴覚系へのフィードバック機構に基づく発話解析手法の構築
水原　啓暁 マルチスケールな神経振動子協調による脳内情報統合メカニズムの解明
三田村啓理 情報通信技術を応用した沿岸性魚類の固執・回帰メカニズムの解明

若手研究（B）

前田　新一 制約つき最適化による高次元スパースコーディングの学習
原田　健自 対称性の低下をともなわない奇妙な連続相転移の探求
山口　義幸 準定常状態の統計力学とダイナミクス
石川　将人 可制御性構造に基づいた非線形制御－平衡点の制御からふるまいの制御へ－
福永　拓郎 汎用的なネットワーク設計問題に対するアルゴリズムの研究
趙　　　亮 インターネット観測に向けた最適化問題のモデル化法と効率的算法の研究
玉置　　卓 計算困難な組合せ問題に対するアルゴリズムの設計と解析
馬　　　強 情報補完のための検索方式とそのクロスメディア検索への応用
鈴木　　優 複数の検索システムを動的に組み合わせた統合型情報検索システムの構築
土井晃一郎 内包に基づくカーネルによる構造データ学習と知識発見
森　　　健 統計的学習に基づく強化学習に関する研究
瀧　　宏文 凹面鏡と小規模アレイを用いたリアルタイム3次元医用超音波イメージング
藤原　宏志 高精度正則化法と次世代数値計算環境による逆問題の数値解析理論の構築
林　　俊介 マルチユーザー通信システムに対する最適化手法の応用
楢崎美智子 17O　MRS/MRI によるマウス腫瘍酸素代謝速度計測
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研究種目 審査区分 研究代表者 研　　　究　　　課　　　題

若手研究（B）

森住　大樹 否定素子数が制限された論理回路の計算量に関する研究
中澤　巧爾 二階存在量子化をもつ計算体系
馬谷　誠二 高級な通信・移動機能を備えた実用的アンビエント計算言語
大島　裕明 オンデマンド利用を目的とするWeb からの知識発見に関する研究
小山　　聡 時間変化するオブジェクト情報のWeb からの収集と管理方式の研究
服部　宏充 大規模交通シミュレーションのための人間行動モデリングの研究
浅野　泰仁 事象知識の体系化－事象の因果関係・信憑性解明のための基盤技術－
柴田　知秀 大規模テキストから自動獲得した知識に基づく言語解析の精度向上
駒谷　和範 音声対話システムにおけるユーザ行動の時系列変化を捉えたユーザモデリング
延原　章平 多視点画像を用いた 3次元形状と 2次元対象領域の同時推定
高橋　　徹 アクティブオーディションによるロボット聴覚機能の向上
笹岡　貴史 三次元物体認知における身体性および行為知識の役割の解明
辻　　高明 知識創造を促進するワークショップ・デザインに関する研究
増山　博之 待ち行列モデルと保険リスク評価モデルにおける希少事象確率の理論的評価
久保　雅義 応用科学における逆問題の数学解析と情報理論の適用
日野　正訓 複雑な空間構造の解明に適した確率解析の理論展開
佐藤　彰洋 エージェント間情報伝達構造の網羅的分析
平岡　敏洋 ドライバの認知的・身体的特性に基づく間接型運転支援システムに関する研究
土谷　　亮 チップ内メタ物質を用いたミリ波集積回路用小型・可変伝送線路共振器の開発
梅原　大祐 電力線を用いた低遅延・高信頼な機械系制御信号ネットワークの研究
山本　高至 スペクトル共用システムへの進化ゲーム理論によるアプローチ
新熊　亮一 複雑な無線環境における学習を用いた周波数資源制御技術の研究
林　　和則 周波数領域等化ブロック伝送方式を用いた 1セル繰り返し移動体通信システムの研究
阪本　卓也 UWBアレイレーダによる人体立体形状のリアルタイムイメージング技術
東　　俊一 非線形性・不確かさ・むだ時間を含むシステムの量子化制御
小山　里奈 北方林の撹乱からの回帰過程において植物の養分利用特性は優占種の決定要因となるか

特別研究員奨励費

松山　隆司
（TUNG, Tony）

多視点カメラ群の高度キャリブレーション

山根　昇平 参加型シミュレーションのマルチエージェントアーキテクチャの研究
西出　　俊 ロボット動作生成のための能動知覚経験による静止物体の動特性連想
河端　雄毅 行動生態情報を指標とした、シロクラベラ人工種苗の養成技術の開発に関する研究
廣本　正之 画像認識処理に適した組込み向けプロセッサのアーキテクチャに関する研究
柴田　　寛 自己と関連した他者の動作の理解と予測に関する脳内メカニズムの解明
糸山　克寿 音楽音響信号の音源分離における統合的理論の構築とその応用
金子めぐみ 協調マルチキャリア通信のための無線資源割り当て及びスケジューリングに関する研究
齊藤智恵理 再利用性に優れた型付オブジェクト指向プログラミング言語の理論と設計
青木　高明 素子のダイナミクスとネットワーク構造の動的関係性と機能発現
市川光太郎 環境・行動情報に基づくジュゴンの経時的コアエリアマップの作成及び混獲回避策の提言
丸田　一郎 実装コスト最適化制御系設計への先進的最適化アルゴリズムの導入に関する研究
梶野　直孝 フラクタル上のラプラシアンの構成と測度論的リーマン構造の研究
兼村　厚範 画像処理における位置依存フィルタのためのフルベイズ統計推測法
山本　祐輔 「Web 情報の信頼性の評価」に関する研究
千葉　逸人 大自由度力学系における繰り込み群の方法の構築と結合振動子系への応用
武田　　龍 実環境下における自然な音声対話の実現ためのロボット聴覚に関する研究
菅野　裕揮 車載や監視用途等における実時間で処理可能な高精度物体認識システムの構築
木村　里子 揚子江に生息するスナメリの個体群動態とその変動要因の解明に関する研究
關戸　啓人 カノニカルモーメントと離散可積分系を用いたD-optimal designの構成
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特別研究員奨励費

川本　淳平 アウトソーシングデータベースにおける情報漏洩防止を保証する技術の研究
平山淳一郎 変動環境における脳内情報処理のベイズ学習モデル
植野　　剛 強化学習の統計学習による洗練化
原島　　純 検索エンジンが返す検索結果中の各文書を情報源としたクエリに関する要約文の生成
太田絵一郎 生命系における同期ダイナミクス解析のための実験的手法の開発
山家　雄介 ソーシャルブックマークの情報を用いたWeb検索結果の信憑性判断支援
山本　岳洋 ユーザインタラクションに基づく情報検索に関する研究
寺村　佳子 計算論的アプローチによる音楽認知メカニズムの解明
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1 ４月16日 木 通信情報システム 総合研究大学院大学
准教授　河原林健一 Hadwiger 予想の決定性

2 ５月７日 木 システム科学 University of Debrecen
教授　Janos Sztrik

有限呼源をもつリトライアル型待ち行列シ
ステム

3 ５月８日 金 社会情報学 多摩大学
教授　会津　泉

情報社会と私たち　権利、責任、社会契約
について考えよう

4 ５月12日 火 数理工学 Universidade de Coimbra
教授　Joaquim Joao Judice

The E igenva lue  Complementar i ty 
Problem

5 ５月15日 金 通信情報システム 日本 IBM
研究員　鹿島久嗣 情報と職業「機械学習の手法と応用」

6 ５月22日 金 通信情報システム 東北大学
教授　大堀　淳 情報と職業

7 ５月29日 金 社会情報学 慶應義塾大学
准教授　田中浩也

情報と職業「デザインエンジニア／デザイ
ンプログラマーという職能」

8 ６月５日 金 知能情報学 東京大学
教授　森下真一

ゲノム情報ビッグバン―DNA分析はハイ
パフォーマンス計算をひどく必要としてい
る

9 ６月８日 月 知能情報学
California Institute of 
Techonology

教授　下條信輔

身体図式を基礎とした動的イメージ生成の
脳内メカニズムの解明

10 ６月12日 金 通信情報システム 東京大学
准教授　牧野和久

単調論理関数の双対性判定問題に対する高
速な並列アルゴリズム

11 ６月15日 月 システム科学 東京大学
教授　山西健司

Latent Dynamics Mining―潜在世界の動的
知識発見

12 ７月17日 金 通信情報システム （独）宇宙航空研究開発機構
助教　小林大輔 宇宙環境と集積回路

13 ７月19日 日 複雑系科学 エクステトラ
CTO　畠中晃弘 みんなのアントレプレナーシップ

14 ７月19日 日 複雑系科学 はてな
執行役員　田中慎司 みんなのアントレプレナーシップ

15 ７月19日 日 複雑系科学 Klub
CTO　仙石浩明 みんなのアントレプレナーシップ

16 ７月19日 日 複雑系科学 ゆめみ
社長　深田浩嗣 みんなのアントレプレナーシップ

17 ７月19日 日 複雑系科学 IBM Venture Capital
日本代表　勝屋　久 みんなのアントレプレナーシップ

18 ７月31日 金 社会情報学 University of California
教授　Ray R. Larson

「Geographic Information Retrieval 
Algorithms and Approaches」

平成21年度　特　別　講　演

平成21年度　特　別　講　演
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19 ８月17日 月 数理工学
In d i a n  I n s t i t u t e  o f 
Technology Bombay

助教　Madhu Belur
Uncontrollable Dissipative Systems

20 ９月２日 水 通信情報システム IBMオースチィン研究所
研究員　Cliff Sze

Physical Design and Clock Network 
Synthesis in IBM

21 10月７日 水 システム科学 沖縄科学技術基盤整備機構
研究代表者　Erik De Schutter

神経細胞樹状突起における細部形状の理論
的・機能的重要性について

22 10月20日 火 システム科学 大阪工業大学
准教授　奥　宏史 部分空間同定法の基礎とMOESP 法

23 10月28日 水 社会情報学
（株）国際電気通信基礎技
術研究所

所長　川人光男
脳の計算理論とBMI

24 11月９日 月 数理工学 Simon Fraser University
名誉教授　Tsunehiko kameda

Minimization of Distance Traveled in 
Surveillance of a Polygonal Region from 
the Boundary

25 11月９日 月 通信情報システム
マサチューセッツ工科大
学
准教授　Erik Demaine

アルゴリズムと芸術を行きつ戻りつ

26 11月12日 木 知能情報学
奈良先端科学技術大学院
大学

教授　別所康全

せきつい動物の体節形成を制御する生物時
計のメカニズム

27 11月16日 月 数理工学 University of Washington
教授　Tyrell Rockafellar

Approaches to Risk in Optimization Under 
Uncertainty

28 11月24日～12月７日 社会情報学 清華大学
准教授　張　　敏

WEB情報検索とユーザー行動・observation 
and research on the Internet online 
advertisement

29 11月26日 木 通信情報システム 国立情報学研究所
准教授　定兼邦彦 順序木の簡単・簡潔な表現法

30 11月26日 木 知能情報学 NICT/ATR
研究員　宮脇陽一

視知覚像再構成―脳内情報表現探求の新し
いアプローチ

31 11月27日 金 知能情報学 東京大学
助教　清田陽司

情報検索支援システムにおけるWikipedia
の活用

32 12月４日 金 知能情報学 東京工業大学
教授　三宅美博 共創コミュニケーションと「間」

33 12月８日 火 通信情報システム （株）ジーダット
岩井二郎

再構成デバイスの配線アーキテクチャと配
置・配線アルゴリズム

34 12月８日 火 通信情報システム 村山貴志 再構成デバイスのアプリケーション例とそ
の開発手法

35 12月10日 木 情報教育推進セン
ター

東京理科大学
准教授　平塚三好 情報と知財

36 12月
21・24日

月・
木 数理工学 Unuversite du Littoral

教授　Boris Jilinski
Hamiltonian Monodromy,its manifestations 
and generalizations

37 １月12日 火 社会情報学 東京理科大学
教授　田中芳夫

情報学に社会から求められるアーキテク
チャー設計
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38 １月12日 火 通信情報システム ブリュッセル自由大学
准教授　Stefan Langerman

Coloring geometric range spaces「幾何学
的列空間の彩色」

39 １月28日 木 社会情報学 株式会社ACCESS
Senior Specialist　山上俊彦

ケータイインターネットサービス戦国時
代：ソフトウェア技術とサービス開発

40 １月28日 木 複雑系科学 ソウル大学
教授　Dongwoo Sheen

Fas t  L i n e a r  S o l v e r s  f o r  LaP l a c e 
Transformation Methods for Parabolic 
Problems

41 １月29日 金 複雑系科学 ソウル大学
master course student　Hyoungseok Chu

Parallel ADI Method Parabolic Problems 
on GP-GPU

42 １月29日 金 複雑系科学 ソウル大学
Ph.D student　Sean Settle

A systematic framework for high -order 
finite difference compact schemes

43 ２月22日 月 社会情報学 立命館大学
教授　赤間　亮

デジタルヒューマニティーズによって広が
る新たな日本文化研究

44 ３月11日 木 情報教育推進セン
ター

筑波大学
教授　北川博之 大学院人材教育における情報教育

45 ３月11日 木 情報教育推進セン
ター

神戸大学
教授　賀谷信幸 大学院人材教育における情報教育

46 ３月11日 木 情報教育推進セン
ター

岩手大学
准教授　江本理恵 大学院人材教育における情報教育

47 ３月11日 木 情報教育推進セン
ター

熊本大学
教授　中野裕司 大学院人材教育における情報教育

48 ３月11日 木 情報教育推進セン
ター

岩手大学
教授　後藤尚人 大学院人材教育における情報教育

49 ３月11日 木 情報教育推進セン
ター

東京大学
教授　西森年寿 大学院人材教育における情報教育

50 ３月14日 日 システム科学 University of Edinburgh
教授　Geoffey j Goodhill

Growth cone guidance by molecular 
gradients

51 ３月14日 日 システム科学
Howard Hughes Medical 
Institute
教授　Alex Kolodokin

Molecular Mechanisms Governing the 
Estblishment of Neuronal Connectivity

52 ３月14日 日 システム科学 Northwestern University
Investigator　Nelson Spruston

Mechanisms of dindritic integration and 
plasticity

53 ３月14日 日 システム科学 Max Planc Group
Leader　Andreas Schaefer

Cellar mechanisms regulating behavior：
inhibition in the olfactory bulb and odor 
discrimination in mice

54 ３月14日 日 システム科学 自然科学研究機構
教授　重本隆一

Glutamate receptor : Their localization 
function, and roles in physiological learning 
processes
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博士学位授与
【　】 内は論文調査委員名

博士学位授与

◎平成 21 年 7 月 23 日付京都大学博士（情報学）の学
位を授与された者

［博士課程修了によるもの］

Cournapeau David
Online Unsupervised Classification Applied to Voice 
Activity Detection（オンライン教師なし分類を用いた
音声区間検出）
【河原達也・奥乃　博・田中利幸】

◎平成 21 年 9 月 24 日付京都大学博士（情報学）の学
位を授与された者

［博士課程修了によるもの］

Yasser Farouk Othman Mohammad
Autonomous Development of Natural Interactive 
Behavior for Robots and Embodied Agents（ロボット
および身体を持つエージェントの自然な相互行為の自
律形成）
【西田豊明・乾　敏郎・山本章博】

林　　　維　真
A Design of Supporting Mechanism to Advance 
Student Learning in International Distance Education
（国際遠隔講義における学びを促進するための支援メカ
ニズムの設計）
【美濃導彦・喜多　一・中村裕一】

黄　　　宏　軒
A Generic Framework for Embodied Conversational 
Agent Development and its Applications（擬人化会話
エージェント開発のための汎用枠組とその応用）
【西田豊明・河原達也・黒橋禎夫】

Ehab Ibrahim Ibrahim Morsy
Approximation Algorithms to the Capacitated Tree-
Routings in Networks（ネットワーク上の容量付き木状
ラウティングに対する近似アルゴリズム）
【永持　仁・福嶋雅夫・太田快人】

兼村　厚範
Inversive and Synthetical Bayesian Methods for Image 
Estimation（画像推定のための逆転・合成ベイズ的方法）
【石井　信・田中利幸・松山隆司】

吉　田　悠　来
Signal Processing for Frequency Diversity and 
Compensation of Analog Imperfections in Wireless 
Communications（無線通信における周波数ダイバーシ
チ及びアナログ不完全性補償のための信号処理技術に
関す
【酒井英昭・田中利幸・吉田　進】

川　添　雄　彦
Highly Efficient Data Transmission Schemes for 
Integrated-Media Systems（統合メディアシステムにお
ける高能率データ伝送方式に関する研究）
【守倉正博・吉田　進・酒井英昭】

◎平成 21 年 11 月 24 日付京都大学博士（情報学）の学
位を授与された者

［博士課程修了によるもの］

王　　　洪　翠
A Flexible Computer Assisted Language Learning 
System with Speech Recognition and Error Detection 
Capability（音声認識と誤り検出の機能を有する柔軟な
語学学習支援システム）
【河原達也・奥乃　博・黒橋禎夫】

澤　泉　重　一
偶発的発見を導くセレンディピティの作用に関する研
究
【片井　修・熊本博光・川上浩司】

廣　本　正　之
LSI Design Methodology for Real-Time Computer 
Vision on Embedded Systems（組込みシステムにおけ
る実時間画像認識のための LSI 設計手法）
【佐藤高史・小野寺秀俊・松山隆司】

◎平成 22 年 1 月 25 日付京都大学博士（情報学）の学
位を授与された者

［博士課程修了によるもの］

長　光　左千男
環境メディアにおけるユーザの依存度・性格、及び緊急
度に応じたアシスト方法に関する研究
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【美濃導彦・河原達也・中村裕一】

栗　重　正　彦
電動パワーステアリングの操舵フィーリング向上に関
する研究
【熊本博光・片井　修・太田快人】

葉　山　良　平
ステアバイワイヤシステムの性能向上に関する実証的
研究
【熊本博光・片井　修・太田快人】

◎平成 22 年 3 月 23 日付京都大学博士（情報学）の学
位を授与された者

［博士課程修了によるもの］

藤　原　弘　将
Statistical Modeling for Recognizing Singing Voices in 
Polyphonic Music（統計的モデルによる多重奏音楽中の
歌声の認識）
【奥乃　博・河原達也・酒井英昭】

吉　岡　拓　也
Speech Enhancement in Reverberant Environments
（残響環境における音声強調）
【奥乃　博・河原達也・酒井英昭】

王　　　小　晟
Classification of Cancer and Inference of Cancer-
specific Gene Regulatory Networks Based on Gene 
Expression Profiles Using Soft Computing Rules（遺伝
子発現プロファイルの柔計算解析に基づく腫瘍分類お
よび腫瘍特異的遺伝子ネットワークの推定）
【後藤　修・阿久津達也・石井　信】

齋　藤　智恵理
A design and theory of strongly typed object-oriented 
programming languages for extensible recursive 
classes（拡張性の高い再帰的クラスのための型付オブ
ジェクト指向言語の設計と理論）
【佐藤雅彦・山本章博・湯淺太一】

武　田　浩　一
Building Natural Language Processing Applications 
Using Descriptive Models（記述的モデルを利用した自
然言語処理アプリケーション構築）
【黒橋禎夫・西田豊明・河原達也】

中　澤　敏　明
Fully Syntactic Example-based Machine Translation

（構造的言語処理に基づく用例ベース機械翻訳）
【黒橋禎夫・石田　亨・河原達也】

John Ellsworth Brown Ⅲ
Kernel Methods in Biochemical Informatics and 
Applications to DNA Repair Research（生命化学情報学
におけるカーネル法とDNA修復研究への応用）
【阿久津達也・小林　茂夫・後藤　修】

Matthew de Brecht
Topological and Algebraic Aspects of Algorithmic 
Learning Theory（計算理論的学習理論の位相的及び代
数的な性質）
【山本章博・佐藤雅彦・田中利幸】

MERCKEL LOIC ADRIEN LOUIS
Information Grounding Suite for Building a Situated 
Knowledge Management System in the Domain of 
Complex Instruments（複雑な機器に関わる状況知識マ
ネジメントシステム構築のためのグラウンディング技
術）
【西田豊明・美濃導彦・山本章博】

丸　谷　宜　史
Study on structure of classroom lecture based on 
lecturer's actions（講師行動に基づく講義室講義の構造
化に関する研究）
【美濃導彦・河原達也・中村裕一】

徐　　　　　涌
Developing Mutually Adaptive Human Agent Interface
（相互適応的なヒューマン・エージェント・インター
フェースの開発）
【西田豊明・乾　敏郎・山本章博】

河　端　雄　毅
Studies on the behaviour and ecology of hatchery-
reared black-spot tuskfish for its optimal release 
strategies（行動生態情報を指標としたシロクラベラ人
工種苗の放流技術の開発に関する研究）
【荒井修亮・守屋和幸・松田哲也】

城　下　英　行
総合防災実現のための参加型防災学習に関する研究
【矢守克也・田中克己・岡田憲夫】

阪　本　真由美
被災者の生活再建に対する国際協力に関する研究
【矢守克也・林　春男・多々納裕一】

梶　野　直　孝
Time changes of local Dirichlet spaces by energy 
measures of harmonic functions（調和関数のエネルギー
測度による局所ディリクレ空間の時間変更）
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【木上　淳・片井　修・日野正訓】

大久保　篤　志
A Study on the Derezinski-Gerard Model（Derezinski-
Gerard モデルに関する研究）
【磯　祐介・木上　淳・久保雅義】

中　尾　芳　隆
Studies on Algorithms and Analyses for Pickup and 
Delivery Problems（集荷配送計画問題に対するアルゴ
リズムと解析に関する研究）
【永持　仁・福嶋雅夫・太田快人】

汪　　　杰　珣
Enumeration Algorithms for Colored and Rooted 
Outerplanar Graphs（根付き外平面点彩色グラフに対す
る列挙アルゴリズム）
【永持　仁・福嶋雅夫・太田快人】

佐　藤　直　樹
情報セキュリティ監査への確率論的リスク評価の適用
に関する基礎的研究
【熊本博光・片井　修・喜多　一】

森　久　光　雄
発明方法論TRIZの普及と定着に向けた活動理論的アプ
ローチに関する研究
【片井　修・熊本博光・川上浩司】

菅　野　裕　揮
マルチコアプロセッサを用いた実時間物体認識システ
ムに関する研究
【佐藤高史・小野寺秀俊・中村裕一】

脊　戸　和　寿
On the Complexity of the Hajos Calculus for Planar 
Graphs（平面グラフに対するHajos 計算論法の複雑さに
ついて）
【岩間一雄・湯淺太一・永持　仁】

徐　　　　　亮
Studies of Adaptive Radio Resource Management in 
Wireless Networks（無線ネットワークにおける適応無
線資源管理の研究）
【吉田　進・高橋達郎・守倉正博】

［論文提出によるもの］

窪　田　昌　史
データ並列プログラムのための自動並列化コンパイラ
の研究
【中島　浩・湯淺太一・西村直志】
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入 学 状 況
平成22年度

区　分
専攻名

修 士 課 程 博 士 後 期 課 程
入学定員 入学者数 入学定員 入学者数

知 能 情 報 学 ３７ ４４（6） １５ １０（1）
社 会 情 報 学 ３６ ３６（4） １４ ８（1）
複 雑 系 科 学 ２０ １４（0） ６ ２（0）
数 理 工 学 ２２ ２２（2） ６ ３（0）
シ ス テ ム 科 学 ３２ ２６（0） ８ ４（0）
通信情報システム ４２ ４２（2） １１ ９（1）
合　　　　計 １８９ １８４（14） ６０ ３６（3）

（　） 内は外国人留学生で内数

修 了 状 況
平成21年度修士課程修了者数

専　　攻　　名 修 了 者 数
知 能 情 報 学 ３０
社 会 情 報 学 ３０
複 雑 系 科 学 １１
数 理 工 学 ２２
シ ス テ ム 科 学 ３５
通信情報システム ３５
合　　　　計 １６３

栄　誉・表　彰

入　学　状　況・修　了　状　況・栄　誉・表　彰

文部科学大臣表彰　科学技術賞　研究部門

平成 21 年 4 月 14 日
松　山　隆　司　教授（知能情報学専攻）
我が国の科学技術の振興発展に顕著な貢献「分
散協調型画像理解の研究」

文部科学大臣表彰　若手科学者賞　研究部門

平成 21 年 4 月 14 日
五十嵐　　　淳　准教授（知能情報学専攻）
科学技術分野の高い研究開発能力を示した「オ
ブジェクト指向言語の基礎理論と設計の研究」

国際コミュニケーション基金優秀研究賞

平成 21 年 4 月 24 日
林　　　和　則　准教授（システム科学専攻）
「超高速シングルキャリアブロック伝送」情報
通信の普及・発展に寄与する先端的かつ独創的
研究

システム制御情報学会　産業技術賞

平成 21 年 5 月 21 日
山　本　　　裕　教授（複雑系科学専攻）
「サンプル値制御理論を用いた圧縮オーディオ
向け高域補正技術」
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電子情報通信学会論文賞

平成 21 年 5 月 23 日
小野寺　秀　俊　教授（通信情報システム専攻）
A 90nm 48x48 LUT-based FPGA Enhancing 
Speed and Yield Utilizing Within-Die Delay 
Variations

（社）人工知能学会　研究会優秀賞

平成 21 年 6 月 18 日
奥　乃　　　博　教授（知能情報学専攻）
ビートトラッキングロボットの構築と評価

日本数式処理学会最優秀奨励賞

平成 21 年 7 月 13 日
木　村　欣　司　特定講師（数理工学専攻）
研究発表「15 次の判別式の計算法について」

（社）計測自動制御学会論文賞

平成 21 年 8 月 20 日
太　田　快　人　教授（数理工学専攻）
量子化したフィードバックによる外乱抑制 

電子通信情報学会通信ソサイエティ活動功労賞

平成 21 年 9 月 16 日
新　熊　亮　一　助教（通信情報システム専攻）
通信ソサイエティにおける論文査読に関する
献身的活動は学術交流活性化への寄与が多大

電子通信情報学会通信ソサイエティ活動功労賞

平成 21 年 9 月 16 日
乗　松　誠　司　准教授（通信情報システム専攻）
通信ソサイエティにおける論文誌編集に関す
る献身的活動は学術交流活性化への寄与が多
大

マイクロソフトリサーチ日本 情報学研究賞

平成 21 年 11 月 6 日
五十嵐　　　淳　准教授（知能情報学専攻）
オブジェクト指向言語理論の研究

2009 IBM  Faculty  Award

平成 21 年 11 月 27 日
黒　橋　禎　夫 　教授（知能情報学専攻）
構造的自然言語処理に基づく情報検索基盤の
構築

2009 IEEE GLOBAL COMMUNICATIONS 
CONFERENCE BEST PAPER AWARD

平成 21 年 12 月 3 日
金　子　めぐみ　PD（システム科学専攻）
林　　　和　則　准教授（システム科学専攻）
酒　井　英　昭　教授（システム科学専攻）
「Uplink Random Access Scheme with 
Prioritized Orthogonal Layers for OFDMA 
CSI Feedback」

IEEE Control Systems Society Distinguished  
Member Award

平成 21 年 12 月 17 日
山　本　　　裕　教授（複雑系科学専攻）
「for the contributions to systems and control 
theory, including sampled-data control and its 
applications to digital signal processing」

（社）電子情報通信学会
通信ソサイエティ和文論文誌編集委員会

平成 22 年 2 月 1 日
乗　松　誠　司　准教授（通信情報システム専攻）
連接化した前方誤り訂正符号を用いた光差動
位相変調方式において硬判定復号した誤り率
の数値計算法

ISI Web　of Knowledge の Hightly  Cited 
Researcher に選出

平成 22 年 3 月
福　島　雅　夫　教授（数理工学専攻）

日本オペレーションズ・リサーチ学会文献賞奨励賞

平成 22 年 3 月 4 日
林　　　俊　介　助教（数理工学専攻）
オペレーションズ・リサーチに関する理論と応
用の進歩発展に寄与

日本オペレーションズ・リサーチ学会文献賞業績賞

平成 22 年 3 月 4 日
福　島　雅　夫　教授（数理工学専攻）
オペレーションズ・リサーチの永年に亘る研
究・教育・普及活動において顕著な業績
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［平成 21年 4月 30 日付］
講　師　複雑系科学専攻
 大　谷　佳　広 （辞職）

［平成 21年 9月 30 日］
助　教　社会情報学専攻
 小　山　　　聡 （北海道大学へ転出）

［平成 21年 12 月 31 日］
助　教　知能情報学専攻
 土　井　晃一郎 （東京大学へ転出）

［平成 22年 3月 31 日］
准教授　通信情報システム専攻
 朝　香　卓　也 （首都大学東京へ転出）
講　師　システム科学専攻
 石　川　将　人 （大阪大学へ転出）
教　授　数理工学専攻
 宗　像　豊　哲 （定年）
教　授　システム科学専攻
 熊　本　博　光 （定年）
教　授　システム科学専攻
 片　井　　　修 （定年）

［平成 22年 4月 1日付］
教　授　通信情報システム専攻
 高　木　直　史 （採用）
准教授　社会情報学専攻
 小　山　里　奈 （助教から昇任）
准教授　複雑系科学専攻
 青　柳　富誌生 （講師から昇任）

人 事 異 動

人 事 異 動
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情報学研究科教員配置一覧

情報学研究科教員配置一覧
2010. 4. 1.現在

専攻名 講座名 分野名 担　当　教　員　名 備　　考教　授 准教授 講　師 助　教

知 能
情報学

生体・認知
情報学

生体情報処理 小林　茂夫 細川　　浩 前川　真吾
認知情報論 乾　　敏郎 水原　啓暁 笹岡　貴史
聴覚・音声情報
処理［連携ユニット］ ［正木　信夫］［西村　竜一］

Ｐ　：ＡＴＲ
ＡＰ：ＡＴＲ

知能情報
ソフトウェア

ソフトウェア基礎論 佐藤　雅彦 五十嵐　淳 中澤　巧爾

知能情報基礎論 山本　章博 稲垣　耕作
㊕梁　　雪峰

知能情報応用論 西田　豊明 角　　康之 大本　義正
㊕岡田　将吾

知能メディア

言語メディア 黒橋　禎夫 柴田　知秀

音声メディア 奥乃　　博 尾形　哲也 駒谷　和範
㊕高橋　　徹

画像メディア 松山　隆司 川嶋　宏彰
生命情報学 後藤　　修 矢田　哲士 市瀬　夏洋
兼担：知能情報特別研究等
兼担：知能情報学特別講義

兼任：コンピュータビジョン

□土佐　尚子
［特定教授］

高倉　弘喜

□杉本　晃宏

学術情報メディアセンター
学術情報メディアセンター

国立情報学研究所

メディア応用
＜協力講座＞

映像メディア 美濃　導彦 椋木　雅之 舩冨　卓哉
ネットワークメディア 岡部　寿男 宮崎　修一 学術情報メディアセンター
メディアアーカイブ 河原　達也 森　　信介 秋田　祐哉

生命システム情報学
＜協力講座＞ バイオ情報ネットワーク 阿久津 達也 林田　守広

田村　武幸 化学研究所

社 会
情報学

社会情報モデル

分散情報システム 吉川　正俊 馬　　　強
㊕清水　敏之

情報図書館学 田中　克己 田島　敬史
㊕ JATOWT Adam Wladyslaw

荻野　博幸
㊕山川　義徳
㊕大島　裕明

情報社会論
（客）［連携ユニット］ ［山田　　篤］ ＡＰ：京都高度技術研究所

社会情報
ネットワーク

広域情報ネットワーク 石田　　亨 松原　繁夫
㊕ KINNY, David Nicholas 服部　宏充

情報セキュリティ
（客）［連携ユニット］［岡本　龍明］［真鍋　義文］

Ｐ　：ＮＴＴ
ＡＰ：ＮＴＴ

市場・組織情報論
　　［連携ユニット］ ［横澤　　誠］［木下　貴史］

Ｐ　：野村総研
ＡＰ：野村総研

生物圏情報学 生物資源情報学 守屋　和幸 荒井　修亮 三田村啓理
生物環境情報学 酒井　徹朗 小山　里奈 ㊕奥山　隼一

兼担：サービスモデリング論
兼担：サービスモデリング論
兼担：サービスモデリング論

兼担：情報学展望 2A
兼任：情報システム設計論Ⅰ及び演習
兼任：医療情報学
兼任：暗号と情報社会

□原　　良憲
□松井　啓之
□前川　佳一
［特定准教授］
○塩瀬　隆之

○村上　陽平
□長瀬　啓介
○谷　　幹也

経営管理大学院
経営管理大学院
経営管理大学院

総合博物館
情報通信研究機構
金沢大学附属病院
ＮＴＴ

地域・防災情報
システム学
＜協力講座＞

総合防災システム 多々納 裕一 畑山　満則 防災研究所
巨大災害情報システム 矢守　克也 鈴木　進吾 防災研附属巨大災害研究センター
危機管理情報システム 林　　春男 牧　　紀男 防災研附属巨大災害研究センター

医療情報学＜協力講座＞ 吉原　博幸 黒田　知宏 竹村　匡正 粂　　直人 医学部附属病院医療情報部
情報フルーエンシー教育＜協力講座＞ 喜多　　一 上原哲太郎 池田　心・森　幹彦 学術情報メディアセンター

複雑系
科 学

応用解析学 逆問題解析 磯　　祐介 久保　雅義
非線型解析 木上　　淳 日野　正訓 若野　　功 藤原　宏志

複雑系力学
非線形力学 船越　満明 田中　泰明 金子　　豊
複雑系数理 青柳富誌生 宮崎　修次 筒　　広樹
複雑系解析（客）

応用数理学 計算力学 西村　直志 原田　健自
知能化システム 山本　　裕 藤岡　久也 永原　正章

兼担：複雑系科学特別セミナー
兼担：複雑系科学特別セミナー
兼担：複雑系科学特別セミナー
兼任：応用解析学特論Ⅱ
兼任：複雑系力学特論Ⅰ
兼任：応用解析学特論Ⅰ
兼任：応用数理学特論Ⅱ

北村　隆行
椹木　哲夫
青木　一生

幡谷　泰史
□矢ヶ崎一幸
稲浜　　譲
登坂　宣好

工学研究科
工学研究科
工学研究科
山口大学
新潟大学
名古屋大学
東京電機大学
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専攻名 講座名 分野名 担　当　教　員　名 備　　考教　授 准教授 講　師 助　教

数 理
工 学

応用数学 数理解析 中村　佳正 辻本　　諭 上岡　修平
離散数理 永持　　仁 趙　　　亮 福永　拓郎

システム数理

最適化数理 福嶋　雅夫 山下　信雄 林　　俊介
制御システム論 太田　快人 鷹羽　淨嗣 田中　秀幸
応用数理モデル
　　［連携ユニット］

［山本　　彰］［栗栖　宏充］ Ｐ　：㈱日立製作所システム開発研究所
ＡＰ：㈱日立製作所システム開発研究所

数理物理学 物理統計学 五十嵐 顕人 佐藤　彰洋
力学系理論 岩井　敏洋 谷村　省吾 山口　義幸

数理ファイナンス＜協力講座＞ 関根　　順 　 経済研究所
兼任：応用数理工学特論A
兼任：金融工学
兼任：金融工学
兼任：数理解析特論

山下　　浩
○野崎　真利
○山本　　零
Alexei Zhedanov

㈱数理システム
㈱三菱UFJトラスト投資工学研究所
㈱三菱UFJトラスト投資工学研究所
ドネツク物理工学研究所

システム
科 学

人間機械共生系
機械システム制御 杉江　俊治 東　　俊一
ヒューマンシステム論 西原　　修 平岡　敏洋
共生システム論 川上　浩司

システム構成論 適応システム論 田中　利幸
数理システム論 酒井　英昭 林　　和則

システム情報論
情報システム 高橋　　豊 笠原　正治 増山　博之
論理生命学 石井　　信 大羽　成征 前田　新一
医用工学 松田　哲也 水田　　忍

応用情報学＜協力講座＞ 中島　　浩 岩下　武史 平石　　拓 学術情報メディアセンター
兼担：共生システム論等
兼任：医用システム論
兼任：システム科学特殊研究１
兼任：システム科学特殊研究２
兼任：計算神経科学
兼任：計算神経科学
兼任：計算神経科学
兼任：計算知能システム論

□塩瀬　隆之
○嶋吉　隆夫
天野　　晃
石川　将人
川人　光男
銅谷　賢治
深井　朋樹
上田　修功

総合博物館
京都高度技術研究所
立命館大学
大阪大学
ＡＴＲ
ＡＴＲ
理化学研究所
ＮＴＴ

通信情報
システム

コンピュータ
工学

論理回路 岩間　一雄
㊕ AVIS David Michael 伊藤　大雄 玉置　　卓

計算機アーキテクチャ 高木　直史
計算機ソフトウェア 湯淺　太一 八杉　昌宏 馬谷　誠二

通信システム
工学

ディジタル通信 吉田　　進 村田　英一 山本　高至
伝送メディア 守倉　正博 田野　　哲 梅原　大祐
知的通信網 高橋　達郎 新熊　亮一

集積システム
工学

情報回路方式 佐藤　高史 越智　裕之
大規模集積回路 小野寺秀俊 土谷　　亮
超高速信号処理 佐藤　　亨 乗松　誠司 阪本　卓也

地球電波工学 リモートセンシング工学 山本　　衛 橋口　浩之 山本　真之 生存圏研究所
＜協力講座＞ 地球大気計測 津田　敏隆 堀之内　武 生存圏研究所
兼任：応用集積システム
兼任：暗号と情報セキュリティ
兼任：並列分散システム論
兼任：並列分散システム論
兼任：通信情報システム特別講義２

○小野　定康
○宮地　充子
□石川　　裕
□中田　秀基
荻原　剛志

慶應義塾大学
北陸先端科学技術大学院大学
東京大学
産業技術総合研究所
京都産業大学

共通

兼担：計算科学特論
兼担：計算科学入門
兼担：イノベーションマネジメント基礎
兼担：計算科学入門、計算科学演習A、B、計算科学特論
兼担：メディア情報処理論
兼任：情報と知財

□小山田耕二
○牛島　　省

○前川　佳一
矢作日出樹

□山肩　洋子
谷川　英和

高等教育研究推進開発センター
学術情報メディアセンター
経営管理大学院
学術情報メディアセンター
学術情報メディアセンター
ＩＲＤ国際特許事務所

情報教育推進センター

田中　克己 ㊕中村　聡史
㊕浅野　泰仁
㊕木村　欣司

㊕前川　佳一
㊕矢作日出樹

㊕稲葉利江子

㊕山肩　洋子 学術情報メディアセンター
経営管理大学院
学術情報メディアセンター

（参考）
　　１．兼担・兼任について、無印：通年、○印：前期、□印：後期を示す。
　　２．連携ユニット： 予算措置されているもの　社会情報学専攻の２分野（情報社会論、情報セキュリティ）

研究科内措置によるもの　 知能情報学専攻（視覚・音声情報処理）、社会情報学専攻（市場・組織情報論）
数理工学専攻（応用数理モデル）

　　３．㊕は特定教員を示す。
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日　誌

 日　誌 （平成21年4月1日～平成22年3月31日）
平成21年
 ４月３日 専攻長会議
 ４月７日 大学院入学式
 ４月10日 教授会
 ５月１日 専攻長会議
 ５月８日 教授会
 ６月５日 専攻長会議
 ６月12日 教授会
 ７月２日 専攻長会議
 ７月10日 研究科会議・教授会
 ８月14日 臨時専攻長会議
 ９月４日 専攻長会議
 ９月11日 研究科会議・教授会
 10月２日 専攻長会議
 10月９日 教授会
 11月６日 専攻長会議
 11月13日 研究科会議・教授会
 12月４日 専攻長会議
 12月11日 教授会
平成22年
 １月４日 新年挨拶会
 １月８日 専攻長会議
 １月15日 研究科会議・教授会
 ２月５日 専攻長会議
 ２月12日 教授会
 ２月19日 臨時専攻長会議
 ３月５日 専攻長会議
 ３月12日 研究科会議・教授会
 ３月23日 大学院修了式



55

No. 12

情報学研究科評価・広報委員会 広報ワーキンググループ

　　評価・広報委員
　　　　　広報担当　　山本　　裕

ワーキンググループ　　柴田　知秀　　服部　宏充　　日野　正訓

　　　　　
メンバー

　　福永　拓郎　　林　　和則　　田野　　哲

　　　　　事務担当　　情報学研究科・総務・教務掛


